平成２５年第１回奥多摩町議会定例会　会議録
１　平成25年３月５日午前９時00分、第１回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町長　河村　文夫君　　副町長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住民課長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

　　　　

平成２５年第１回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]

平成25年 ３月５日（火）

午前９時00分開会・開議

会　期　　平成25年３月５日～３月21日（17日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　５番　原　島　幸　次　議員
会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　５番　杉　村　良　一　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ及び施政方針表明
	――

	６
	議案第１号
	奥多摩町長期総合計画条例
	原案可決

	７
	議案第２号
	奥多摩町墓地等の経営の許可等に関する条例
	原案可決

	８
	議案第３号
	地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講じるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
	原案可決

	９
	議案第４号
	奥多摩町介護保険指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関する基準を定める条例
	原案可決

	10
	議案第５号
	奥多摩町介護保険指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
	原案可決

	11
	議案第６号
	奥多摩町介護保険指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
	原案可決

	12
	議案第７号
	奥多摩町公営住宅等整備基準に関する条例
	原案可決

	13
	議案第８号
	奥多摩町町道における道路構造の技術的基準に関する条例
	原案可決

	14
	議案第９号
	奥多摩町町道における移動円滑化の基準に関する条例
	原案可決

	15
	議案第10号
	奥多摩町町道における道路標識の寸法に関する条例
	原案可決

	16
	議案第11号
	奥多摩町犯罪のない安全・安心まちづくり条例
	原案可決

	17
	議案第12号
	奥多摩町まちづくり計画住民委員会条例の一部を改正する条例
	原案可決

	18
	議案第13号
	非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	19
	議案第14号
	奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	20
	議案第15号
	奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	21
	議案第16号
	奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	22
	議案第17号
	奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例
	原案可決

	23
	議案第18号
	奥多摩町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例
	原案可決

	24
	議案第19号
	奥多摩町公営住宅使用条例の一部を改正する条例
	原案可決

	25
	議案第20号
	奥多摩町防災会議条例の一部を改正する条例
	原案可決

	26
	議案第21号
	奥多摩町災害対策本部条例の一部を改正する条例
	原案可決

	27
	議案第22号
	奥多摩町立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	28
	議案第23号
	秋川流域斎場組合規約
	原案可決

	29
	議案第24号
	平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第５号）
	連合審査会
付託

	30
	議案第25号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	31
	議案第26号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	32
	議案第27号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
	連合審査会
付託

	33
	議案第28号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会
付託

	34
	議案第29号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算
（第２号）
	連合審査会
付託

	35
	議案第30号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算
（第３号）
	連合審査会
付託

	36
	議案第31号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
	連合審査会
付託

	37
	議案第32号
	平成25年度奥多摩一般会計予算
	予算特別委
員会付託

	38
	議案第33号
	平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	39
	議案第34号
	平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	40
	議案第35号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	41
	議案第36号
	平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	42
	議案第37号
	平成25年度奥多摩町介護保険特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	43
	議案第38号
	平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	44
	議案第39号
	平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業特別会計予算
	予算特別委
員会付託

	45
	議案第40号
	丹縄亭の指定管理者の指定について
	原案可決

	46
	議案第41号
	奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）の指定管理者の指定の変更について
	原案可決

	47
	議案第42号
	防災備蓄用資機材購入（その２）契約について
	原案可決

	48
	議案第43号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20請負契約の変更について
	原案可決

	49
	議案第44号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21請負契約の変更について
	原案可決

	50
	議案第45号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22請負契約の変更について
	原案可決

	51
	議案第46号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23請負契約の変更について
	原案可決


（午後３時34分　散会）

午前９時00分　開会・開議

○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。

　これより平成25年第１回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

本件につきましては、会議規則第122条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

４番　原島　幸次議員、

５番　杉村　良一議員、

以上２名を指名します。

次に、日程第３　会期の決定について、を議題とします。

本件につきましては、去る３月１日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長、前田悦男議員より報告願います。前田悦男議員。

〔議会運営委員長　前田　悦男君　登壇〕

○議会運営委員長（前田　悦男君）　議会運営委員会の報告をいたします。

　平成25年第１回奥多摩町議会定例会の運営について、去る３月１日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告いたします。

　初めに、本定例会の会期でありますが、本日５日から３月21日までの17日間とすることに決定しました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定表をごらんください。

まず、５日、本日の本会議でありますが、上程された議案は全46件であります。

３月６日は連合審査会を開会し、各常任委員会合同で平成24度補正予算８会計の審査及び採決を行います。

なお、閉会中の陳情請願の受け付けがありませんので、各常任委員会の審査は行われません。
３月８日は本会議２日目でありますが、一般質問を行います。通告者は７名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるようにご協力をお願いいたします。

なお、町長の施政方針に対する一般質問の通告者はございませんでした。

３月12日の本会議３日目でありますが、連合審査会に付託し、審査が行われた各会計の補正予算の採決を行います。
続いて、同日、本会議終了後は予算特別委員会を開会し、平成25年度各会計予算の概要説明を受けることになっております。
３月14日についても予算特別委員会を開会し、質疑を行い、採決を行います。
３月21日の本会議４日目は、本定例会の最終日であり、予算特別委員会に付託し、審査が行われた平成25年度の全８会計予算について、委員長報告及び採決を行います。
次に、議案の取り扱いについて申し上げます。配付してあります提出案件及び上程別、採決別結果一覧表をごらんください。
議案第１号から議案第３号までについては、それぞれ単独上程の即決と決定しております。
議案第４号から議案第６号までについては、関連がありますので、一括上程の即決と決定しております。
議案第７号については、単独上程の即決と決定しております。
議案第８号から議案第10号までについては、関連がありますので、一括上程の即決と決定しております。
議案第11号から議案第23号までの13議案については、それぞれ単独上程の即決と決定しております。
議案第24号から議案第31号までについては、一括上程とし、各常任委員会合同の連合審査会に審査を付託することに決定しております。
議案第32号から議案第39号までについては、一括上程とし、議長を除く議員11名による予算特別委員会に審査を付託することに決定しております。なお、暫時休憩をとり、正副委員長の互選も行われる予定です。
次に、議案第40号及び議案第41号については、関連がありますので一括上程とし、採決については即決と決定しています。
議案第42号の契約案件については、単独上程の即決と決定しております。
議案第43号から議案第46号については、下水道工事請負契約の変更についての議案ですので、一括上程とし、採決についてはいずれも即決と決定しております。
以上が、本定例会の会期、日程と議案の取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。本定例会の運営が、効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員会委員長報告といたします。
以上です。

○議長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から３月21日までの17日間とし、議案の上程別及び採決別につきましても、あわせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から３月21日までの17日間とすることに決定しました。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりであります。

　また、閉会中に役職の一部変更を行っておりますので、構成一覧表により、後ほどご確認願います。

次に、閉会中に下水道事業特別委員会及び秋川衛生組合議会第１回定例会、並びに西秋川衛生組合議会第１回定例会が開かれておりますので、その概要について、まず下水道事業特別委員会について、委員長の竹内和男議員から報告願います。竹内和男議員。
〔10番　竹内　和男君　登壇〕

○下水道事業特別委員長（竹内　和男君）　下水道事業特別委員会報告をいたします。
本委員会は、去る１月28日、午前10時より、役場委員会室において、委員全員と地域整備課長、下水道係長、担当職員の出席を得て開催いたしました。
議題は、下水道事業奥多摩処理区の経過報告及び今後の実施計画についてで、初めに地域整備課職員により、整備計画に基づき既に実施した箇所及び事業概要等の報告並びに今後の事業の実施計画箇所及び実施時期等の説明を受けました。当町の下水道事業が現在順調に実施されているということでございました。
それでは、主な質疑内容を報告いたします。
ポンプ等の故障の確認はできるのか。下水道料金体系の仕組みは。未接続の家庭の現状は。小河内ダムの下水道供用開始前と後の水質の比較は。川井グリーンビレッジの下水道への編入の時期は。棚沢地区の一部接道接続可能地区の解消は。青梅境のマンホールからの臭気は、などの指摘がありました。
これについて担当課より答弁をいただきました。
その後、小河内浄化センターの視察を行い、担当者より施設の説明を受けたところでございます。
下水道事業は、まちの生活環境の改善や多摩川の水質保全に大いに貢献するところであります。一日も早い完成が待たれるところです。
供用開始後３年経過した地区では、未接続の家庭がありますが、もちろん各家庭の事情もあろうかと思いますが、戸別に訪問し、下水道の加入促進を勧奨することも必要ではないかと思うところでございます。

以上で、下水道事業特別委員会委員長報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　下水道事業特別委員会の概要報告は以上のとおりであります。

次に、秋川衛生組合議会議員、師岡伸公議員から報告を願います。師岡伸公議員。
〔７番　師岡　伸公君　登壇〕

○秋川衛生組合議会議員（師岡　伸公君）　平成25年第１回秋川衛生組合議会定例会報告をいたします。
第１回定例会は、去る２月26日、午前10時から、秋川衛生組合で開かれ、町からは町長、石田議員、竹内議員、私師岡と、宮田住民課長が出席いたしました。
全議員出席のもと、日程第１では、会議録署名議員に８番濱中議員と９番山中議員の指名が行われ、日程第２では、会期が本日１日限りと決定されました。
次の日程第３　諸般の報告では、体調を崩し欠席されました臼井管理者にかわり、橋本副管理者から挨拶があり、施設が問題なく運転している旨の報告がありました。
次の日程第４　専決第１号については、秋川衛生組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を専決処分した報告がなされ、異議なく承認をされました。
次に、日程第５　議案第１号　調査等に出頭した者及び公聴会に参加した者の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例、日程第６　議案第２号　秋川衛生組合一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格を定める条例、日程第７　議案第３号　平成25年度秋川衛生組合組織市町村の分布金については、それぞれ質疑なく可決されました。
次の日程第８　議案第４号　平成25年度秋川衛生組合会計予算については、３名の議員から質疑がありました。組合の今後の運営について、現在プロジェクトでいろいろな進行、検討をしておりますが、それについての経過報告はいただきたい。それから、議会でもそれなりの勉強会をしなくてはいけないのではないかという質問が出されましたが、現段階で方向性を示す資料がまだ整っていない状況であると、今後、そういうふうな勉強会なり全員協議会を設けることとして答弁がされました。
そのほかの質疑については、全員の挙手により可決をされました。
以上で、平成25年第１回秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　秋川衛生組合議会の概要報告は、以上のとおりであります。
次に、西秋川衛生組合議会議員、須崎　眞議員から報告を願います。須崎　眞議員。
〔９番　須崎　　眞君　登壇〕

○西秋川衛生組合議会議員（須崎　　眞君）　平成25年第１回西秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。
第１回定例会は、去る２月26日、午後１時30分から、西秋川衛生組合で開かれ、町からは、町長、前田・杉村議員、私須崎と、宮田住民課長が出席しました。
全議員出席のもと、日程第１では、会議録署名議員に、７番、東議員と８番、田村議員の指名が行われ、日程第２では、会期が本日１日限りと決定されました。
次の日程第３　諸般の報告では、体調を崩し欠席した臼井管理者にかわり、橋本副管理者から挨拶があり、本議会終了後、全員協議会を実施する報告がありました。
次の日程第４　専決第１号については、西秋川衛生組合一般職の給与に関する条例の一部を改正する条例を専決処分した報告がなされ、異議なく承認されました。
次に、日程第５　議案第１号　西秋川衛生組合廃棄物処理に関する条例、日程第６　議案第２号　調査に出頭した者並びに公聴会に参加した者の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例、日程第７　議案第３号　西秋川衛生組合非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例、日程第８　議案第４号　平成24年度西秋川衛生組合組織市町村負担金の変更について、日程第９　議案第５号　平成24年度西秋川衛生組合補正予算第２号、日程第10　議案第６号　平成25年度西秋川衛生組合組織市町村負担金については、それぞれ質疑なく可決されました。
次の日程第11　議案第７号　平成25年度西秋川衛生組合会計予算については、３名の議員から質疑がありました。全議員の了承により可決されました。
次に、定例会終了後、議会全員協議会が開催され、西秋川衛生組合が建設している新焼却場の熱回収施設整備に係る事業費の、18億2,504万9,000円の約43.3％に当たる７億8,993万2,000円が、震災復興特別交付税としてこの３月末までに決定され、組織市町村へ交付される見込みがあり、その交付金を組合が特別負担金として歳入し、事業へ充当する予定があることで、組織市町村では今後の事務処理が予定されるとの報告がありました。
以上、平成25年度第１回西秋川衛生組合議会定例会及び全員協議会も含めての報告を終わります。
○議長（清水　典子君）　西秋川衛生組合議会の概要報告は、以上のとおりであります。以上で議会関係諸報告は終わりました。
お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午前９時30分から再開といたします。
午前９時20分　休憩

午前９時30分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、日程第５　本定例会の開会に当たり、町長より挨拶及び施政方針の表明があります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。
　平成25年第１回奥多摩町議会定例会の開会に当たり、新年度の町政に対する所信を申し述べ、町民皆様並びに議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げます。
初めに、私は昨年、町民の皆様方から負託を受け、３期目となる新たな４年の任期が始まった年となりました。

現在、町長として９年目を迎えているところですが、この間、町民の皆様、そして、議員各位のご支援とご協力をいただき、町の実情に合った町民目線の行政を推進してまいりました。

さて、東日本大震災から間もなく２年が経過しようとしておりますが、多くの方が震災の犠牲となり、お亡くなりになられた方、まだ行方のわからない方は２万人近くとなっております。また、現在でも仮設住宅等での不自由な生活を余儀なくされている方も32万人を超えているという厳しい状況となっており、これらの皆様には心よりお見舞い申し上げるところであります。
しかしながら、被災地の方々は自助、共助の精神で困難に立ち向かっており、遅ればせながら公助として復興のための支援も拡充され、徐々にではありますが、震災の深刻な打撃から立て直しが図られているところであります。
また、現在、自治体を取り巻く社会経済情勢は、昨年12月に行われた衆議院の解散総選挙により、自民党・公明党の連立政権が再び誕生し、切れ目のない経済対策の効果や輸出環境の改善などを背景に、景気回復へ向かうことが期待されております。しかしながら、海外の景気の状況によっては、国内の景気を押し下げることとなり、先行き不透明な状況となっております。
このような中、私は今まで町長として培ってきた経験や、職員時代の行政経験、近隣市町村や東京都との貴重な信頼関係を大切にし、行財政運営を行ってまいりました。
さらに、今、最も重要であると考えておりますのは、行政の継続性、信頼性であります。そのために町長就任以来、私の基本理念であります、住民皆様が何を考え、何を求めているかを常に意識し、スピード感を持って、バランスの取れた行政運営と自助自立の町政運営を行うことを基本として、「率先垂範、不撓不屈の精神」で粉骨砕身努力してまいりますので、住民の皆様、そして議員各位のご支援・ご協力を引き続き賜りますようお願い申し上げます。
次に、平成25年度は、平成22年度にスタートした第４期奥多摩町長期総合計画の後期計画の４年目となり、平成17年度に10カ年の計画として策定した第４期奥多摩町長期総合計画も残すところあと２年と、いよいよ仕上げの年を迎えるところとなります。
この計画の中では、明日の奥多摩を創る先駆的な役割を果たす「奥多摩創造プロジェクト」として、「健康と子育て創造」、「生活創造」、「教育創造」、「山の暮らし創造」、「若者定住化創造」の５つのプロジェクトを設定し、まちづくりの将来像である「人・森林・ふれあい三重奏～森世紀ふるさとづくり　奥多摩～」の実現に向け、戦略的な取り組みを推進しております。
このため、平成25年度にあっては、計画に盛り込んだ各種の施策やこれに伴う事業の実現に向かって一層の推進を図るとともに、これら事業の達成度やそれに基づく見直し等の作業、あるいは昨今の社会情勢の変化に伴い新たに発生した行政需要の対応を含め、住民皆様のご意見をいただきながら、新たに平成27年度を初年度とする今後10カ年の町の指針となる第５期奥多摩町長期総合計画を策定する準備を進めてまいります。
さて、再三申し上げておりますが、当町の最大の課題は、過疎化・少子高齢化対策であります。このため若者の定住化を促進するためのさまざまな施策を実施してきたところでありますが、平成25年度も引き続き若者の定住を進めるまちづくりの事業として、川井地区に宅地分譲として新たに８区画を整備いたします。１区画の規模につきましては、45坪から60坪程度を予定しており、各戸に駐車スペースも用意しております。
分譲地の造成につきましては間もなく完了する予定ですが、平成25年度に道路舗装、ガードレール等の設置を行い、各区画の面積算定、分筆登記、農地転用等の手続を経て、平成25年９月ごろからの販売開始を予定しております。
また、町独自の子育て支援策として「保育料の２子目以降の全額助成」、「町立小中学校児童・生徒の給食費の２分の１助成」、「入園・入学・進学支援事業として、保育園入園１万円、小学校入学２万円、中学校入学４万円、高校入学５万円の助成」を行うなど、12事業にわたる子ども・子育て支援推進事業を展開しておりますが、平成25年度には、さらに「子宮頸がんワクチン接種助成事業」として、接種対象者に１回１万円を限度に１人３回まで助成する制度と、「高校生医療費助成事業」として、高校生にかかる医療費について年額１万5,000円を限度に助成する制度の２事業を新たに実施いたします。
また、拡充事業として、これまで１人１回5,000円を限度に助成していた「産後健康診査等充実事業」について、その助成額を１万円に増額して実施いたします。
これらの支援事業を受けるためには、町内に在住していることはもちろんですが、住民税や保育料、ごみ処理手数料などを滞納していないことが要件であり、この点で単なるばらまきの助成事業でなく、保護者の方にも町民としての当然の義務を負っていただきながら、奥多摩町の中で安心して子どもを産み育てることができるように支援を行っていくことを目的としておりますので、ご理解をお願い申し上げます。

これ以外にも、職員で構成する「空家等活用対策プロジェクトチーム」を設置し、町内にある空家等の活用について一層推進するための方策や、新たな宅地分譲事業や若者賃貸住宅整備などの可能性を検討しているところであり、今後も総合的な若者の定住対策を一層推進してまいります。
次に、多くの町民の方から関心を寄せられております鳩の巣荘の建て替えについてですが、今年度、撤去工事と実施設計作業を実施してまいりましたが、平成25年・平成26年度の２カ年の継続事業として建設工事を行ってまいります。今後は建築確認が下り次第、早い段階で建設工事の入札を行い、議会の議決をいただいた上で着工してまいりたいと考えております。
平成25年度当初予算に計上した建設に係る事業費でありますが、工事請負費については、平成25年度が３億750万円、平成26年度が５億5,350万円となっており、２カ年合計で８億6,100万円を予定しております。
また、監理委託料については、平成25年度が965万円、平成26年度が1,735万9,000円となっており、２カ年合計で2,700万9,000円を予定しており、工事費と委託料の２カ年合計の事業費は、８億8,800万9,000円を見込んでおります。
リニューアルされた鳩の巣荘のオープンは、平成27年度の早い時期を予定しておりますが、完成後は観光立町を標榜する当町の観光拠点として、森林セラピー事業や山のふるさと村、都民の森など、他の事業や施設との連携を図り、他の旅館等の宿舎や観光施設にも効果が波及することで、町全体の活性化と振興につながっていくことを期待するものであります。
さて、昨年の第４回町議会定例会の私の挨拶の中でご報告させていただきました「秋川流域斎場組合」への加入の件でございますが、昨年の12月10日付で、斎場組合の管理者であります日の出町の橋本町長宛てに、奥多摩町の斎場組合加入についての正式な要望書を提出したところであります。
それを受けまして組織市町村であります、あきる野市の臼井市長、日の出町の橋本町長、檜原村の坂本村長により、奥多摩町から斎場組合への加入について申し出があったことを、昨年12月のそれぞれの市町村議会においてご報告をいただいたところであります。
この件につきましては、本町議会定例会において、「秋川流域斎場組合規約の制定について」の案件を提出しておりますので、ご審議をよろしくお願い申し上げます。
今後、組織市町村で、それぞれの規約の制定、改正について議決をいただいた後、東京都知事に許可申請を行い、５月の初めには許可が下りる見込みであり、これらをもって、町民の皆様が斎場の使用に当たり、組合員価格で利用することができるようになる予定であります。
また、斎場組合加入に伴います当町の負担金につきましては、まだ組織市町村で協議中でありますが、平成25年度当初予算に、経常分として1,600万円、過去の用地費、建設費等の事業費分の負担金として、5,400万円を計上しておりますが、特にこの過年度分の負担金につきましては、総額１億6,000万円程度と見込まれ、今後３カ年に分割して負担していく予定となっております。
いずれにいたしましても、斎場組合に加入することで、利用する町民の皆様の負担が軽減されることになりますので、早期の加入ができますように努力していく所存でございます。
次に、既に２月５日付で各世帯に自治会を通じて「小・中学校のあり方についての検討内容」というお知らせを配布させていただきましたが、町立中学校の統合について、ＰＴＡ関係者、学校関係者、保育園関係者、学識経験者、自治会関係者などで組織する「中学校統合検討委員会」を２月22日に設置し、検討を始めたところであります。
検討委員会の設置に至る経過でありますが、教育委員会において、昨年６月に実施した「奥多摩町教育環境アンケート調査」を踏まえ、教育委員会の会議において検討が行われ、昨年11月１日付で町長宛てに「小・中学校のあり方について」の報告があったところであります。
これを受けて、町職員で組織する「奥多摩町小・中学校あり方検討プロジェクトチーム」を立ち上げ、諸課題について早急に検討を行い、町としての基本的な考え方を「奥多摩町立中学校統合基本計画書」としてまとめました。
その基本的な考え方は、「古里中学校及び氷川中学校を１校に統合する」、「統合については両校を閉校とし、新設校として開校する」、「統合の時期は、平成26年４月を目標とする」、「統合する中学校の校舎は、古里中学校を使用することで検討する」、「統合時の生徒の心のケア等に十分な配慮を行う」、「小学校のあり方については、もう少し時間をかけて検討する」としています。
これらの内容につきまして、統合の直接的な当事者となります保護者の皆様を対象に、説明会を１月30日と２月８日の２回実施させていただき、さまざまな意見を頂戴しているところであります。
今後、次世代を担う子どもたちが、よりよい教育環境のもと、充実した学校生活が過ごせるように、この検討委員会の中で、統合の時期、統合後の校舎、通学方法等について十分協議、検討をしていただきたいと考えております。
次に、町を取り巻く国・都の行財政環境について申し上げます。
２月27日に政府から発表された「月例経済報告」における我が国経済の基調判断は、「景気は、一部に弱さが残るものの、下げ止まっている」として、「一部に下げ止まりの兆しもみられる」などとした１月の報告に続いて、２カ月連続で上方修正されたところであります。
基調判断を上方修正したのは、エコカー補助金終了後に落ち込んでいた自動車の生産が持ち直し、国内外の販売も回復基調にあるためで、２カ月連続の判断引き上げは、東日本大震災直前の平成23年１月から２月以来２年ぶりとなります。
さらに、昨年末の第２次安倍内閣発足以降、矢継ぎ早に経済対策を打ったことにより、株高、円安傾向が続き、企業マインドも改善されてきていることから、先行きについても「輸出環境の改善や経済対策、金融政策の効果などを背景に、マインドの改善にも支えられ、次第に景気回復に向かうことが期待される」としております。
また、先行きの懸念材料として、平成21年11月から記載されていた「デフレの影響」という表現を、３年４カ月ぶりに削除し、今後はデフレがもたらすマイナス影響は軽減されていくとの見通しを示したところであります。
次に、安倍新政権における予算編成の基本方針ですが、安倍首相が経済再生のための「３本の矢」と位置づける、「①大胆な金融緩和」、「②機動的な財政支援」、「③民間投資を喚起する成長戦略」のうち、財政政策の根幹に当たる緊急経済対策を柱とする平成24年度の大型補正予算と平成25年度の当初予算を合わせ、「15カ月予算」の考え方で編成し、「切れ目のない経済対策を実行し、景気の底割れの回避とデフレからの早期脱却及び成長力の強化を図る」としております。
２月26日に可決成立しました平成24年度補正予算につきましては、緊急経済対策の重点である「復興・防災対策」、「成長による富の創出」、「暮らしの安心・地域活性化」を柱として13兆1,054億円が計上されており、リーマン・ショック後の平成21年度第１次補正予算に次ぐ、過去２番目の規模となりました。
この予算の中には、地方自治体に対しても、公共事業や経済対策のための臨時交付金の拠出が盛り込まれておりますので、当町においても情報収集に努め、国の新しい政策に迅速かつ柔軟に対応してまいりたいと考えております。
平成25年度当初予算案につきましては、一般会計予算の総額が92兆6,115億円で、東日本大震災からの復興対策を含めた別枠の予算と合わせると、予算規模は約97兆円と過去最大規模の大型予算となりました。
歳入では、税収が前年度当初予算に比較して7,500億円増の43兆960億円となり、一方、税収の不足を補う新規国債発行額については、前年度当初予算に比較して１兆4,000億円少ない42兆8,510億円にとどめ、４年ぶりに税収を下回る予算となっておりますが、これは、１兆円近い経済危機対応の予備費の計上を見送ったことや、借金返済に充てる国債費の金利を前年度より0.2％低い年1.8％で見込み、返済額の伸びを抑えるなどのさまざまな要因があり、来年度予算においても国債依存度は46．3％で、歳入予算のほぼ半分が借金であり、危機的な財政状況であることには変わりはありません。
歳出面では、老朽化したトンネルや橋などの改修等に使う公共事業費を、前年度より7,119億円多い５兆2,853億円とし、４年ぶりに増額予算を計上しております。
　歳出全体の３割強と最も大きな割合を占める社会保障費は、自然増などで29兆1,224億円に膨らんでいますが、不正受給が問題となっている生活保護費は、給付基準の見直しによって伸びが鈍化したところであり、今後、食費や光熱水費など、日常生活の費用である「生活扶助」の基準額を、３年間かけて引き下げる予定となっております。
防衛費についても、中国の軍事力強化や沖縄・尖閣諸島の警戒を強めるため、11年ぶりに増額し、４兆6,804億円を計上しております。
また、当町の平成25年度当初予算案において、歳入の22.2％を占める地方交付税については、地方自治体に配分する出口ベースで前年度より3,921億円減額し、17兆624億円を計上しておりますが、これは国家公務員の給与を、平成24年４月から平均7.3％削減していることを政府が地方公務員にも強く求めており、その実行手段として、公務員給与の財源ともなる地方交付税の額を減額したもので、従前より行政改革を推進し、職員数の削減や給与カットを、国に先駆けて実施してきた地方自治体側が反発しているものであります。
この当初予算案は、現在国会で審議中でありますが、年度内の成立は難しく、４月以降、約１カ月間に必要な経費を盛り込んだ暫定予算を編成する見込みとなっておりますが、いずれにいたしましても、安倍政権の経済対策であります「アベノミクス」を着実に実施し、景気回復に向けた明確な道筋をつけることで、予定どおり平成26年４月の消費税率の引き上げができるかの判断が問われるところであります。
次に、東京都関係ですが、昨年の衆議院議員選挙と同日に東京都知事選挙が執行され、石原慎太郎都政の継承者である猪瀬直樹氏が、約434万票という国内選挙の個人最多記録を塗りかえる得票数で圧勝いたしました。
首都東京のリーダーが交代するのは13年半ぶりとなりますが、副知事として石原都政を５年５カ月にわたり支えてきた実績がある猪瀬知事でありますので、今までさまざまな面で支援をお願いしてきた当町の行財政面において、大きな影響はないものと考えております。
初の予算編成となった猪瀬知事の平成25年度の東京都予算原案は、去る１月18日に発表されましたが、２月20日に開会した平成25年第１回都議会定例会に提案され、現在審議中であります。
東京都では、予算の編成方針を「時流を先取りし、首都として国を動かし支えていく原動力となるとともに、将来に向けて財政基盤を一層強化し、東京の輝きを高めていく予算」と位置づけ、１として、国を動かし、民間活力を引き出しながら、新たな東京モデルを発信するとともに、都民の安全・安心を守り、東京から日本を支える。
２として、将来に向けて施策を支え得る財政基盤を強化するため、施策の効率性や実効性を向上させる取り組みを徹底し、都政改革を推進することを基本に編成をしております。
これに基づき、一般会計の予算規模は、前年度に比べて1.9％増の６兆2,640億円で、５年ぶりの増額予算となりました。
歳入の７割を占める都税は、前年に比べて3.9％増の４兆2,804億円を見込んでおりますが、これは東日本大震災の復興需要などにより企業業績が持ち直したことによるもので、法人事業税と法人住民税がその柱となっております。このため、景気変動の影響を受けやすいため、今後の税収動向を慎重に見きわめる必要があります。
借金に当たる都債については、将来の財政負担を考慮し３年ぶりに発行額を抑制し、前年度に比べ9.1％減の4,485億円を計上しております。
こうした中、都民の暮らしや市町村への支援などの政策的経費である一般歳出は、国や民間を動かし、新たな東京モデルを発信する取り組みや、都民の安全・安心を守る取り組みに財源を重点的に投入したことから、前年度に比べ1.6％増の４兆5,943億円となりました。
このうち道路建設など公共事業に当たる投資的経費は、前年度に比べ0.9％増の8,582億円と９年連続で増額となりました。
目的別で見ますと「福祉と保健」の支出が、他の分野を抜いて初めてトップとなり、１兆円を超えました。これは、後期高齢者医療、介護保険、国民健康保険の各負担金で計320億円も増えたためで、こうした社会保障費は今後も年々増加することが見込まれております。
これら東京都の歳出予算の中でも、とりわけ総務局が所管する市町村総合交付金は、平成24年度では453億円が交付され、平成25年度においては、さらに12億円が上積みされ、465億円が計上されております。これは、国が「地域の自主性と自立性を高め、地域住民が自らの判断と責任において地域の諸課題に取り組むことができるようにするための改革」と位置づけている地域主権改革により、国や東京都から事務や権限が委譲されるなど、市町村の役割がますます高まっている中、厳しい財政状況に置かれている多摩・島しょ地域の市町村に対して、総合的な財政支援を行い、市町村行財政基盤の安定・強化を図るためには支援が不可欠であるとの判断と、東京都市長会並びに町村会からの強い要望により、制度創設以来８年連続して伸びているものであります。
この市町村総合交付金は、当町の財政運営の根幹を支えるものでありますので、今後も予算の確保と増額について、東京都町村会等あらゆる機会を通じ、強力に要望してまいりたいと考えております。
次に、平成25年度町予算の基本的考え方について申し上げます。

このような社会経済状況の中、町財政における自主財源である税収は、平成19年度以降６年連続して減少する見込みであり、地方交付税においても支払い延期等の恐れを含め、地方自治体に配分する出口ベースで前年度より減額される見通しであること、積立基金については、これまで順調に伸びてきているものの、次年度以降に予定される大型事業や下水道事業の起債に伴う本格的な償還を控え、それらの財源として充当を予定していること、赤字補填債といえる臨時財政対策債を今後も発行可能限度額まで借り入れていく必要があることなどを考慮すると、平成25年度の財政状況も極めて厳しい状況下にあるといえます。
しかしながら、平成26年度を目標年次とする第４期長期総合計画「森世紀計画」の推進と成果を念頭に置きつつ、行政改革大綱に基づき事務事業評価システムの確立を図り、個々の事業については、費用対効果の面からも厳しい見直しを行い、歳出全般の効率化を図るとともに、予算の執行については関係法令等にのっとり、適正かつ迅速に行うことが必要であると考えております。

また、財源については、引き続き限られておりますので、一層重点的、効率的に配分するなど、職員一人ひとりが行財政改革の必要性を改めて認識し、財源の確保を含め、一丸となって取り組むことで、住民福祉の向上と個性的で活力ある持続可能な地域社会の実現を図っていく必要があります。
平成25年度予算は以上の基本的考え方に立って、１として、社会経済情勢の急速な変化を十分に見据え、限りある財源を重点的、効率的に配分して、住民に密接した重点施策を推進し、長期総合計画「森世紀計画」の実現を目指す。
２として、事務事業評価の実施、財政改革の推進、組織・機構の見直しなど行財政全般にわたる改革を実施し、身の丈に合った健全な行財政運営を推進することを基本に編成いたしました。
平成25年度の主要な事業について申し上げます。

まず最初に、東京都施設整備事業について申し上げます。
建設局所管では、多摩川南岸道路関係の進捗状況と今後の予定ですが、城山トンネルにつきましては、この３月10日に貫通式を予定しているところであり、引き続きトンネル内部の工事に着手いたします。
この城山トンネルは、平成27年ごろの完成を目指し鋭意工事を進めております。また、棚沢地内では、今年度より着手していました多摩川横断橋は平成25年度には完成する見込みであり、あわせて将門連絡路の擁壁及び街築工事を引き続き実施いたします。
この多摩川南岸道路の整備は、小丹波地区以西について、国道411号線の１路線のみに依存している当町にとって、災害時の住民の孤立を防ぐ観点からも、早期に全線開通することを引き続き強く要望してまいります。
国道・都道の改良につきましては、安全対策工事のほか、老朽化した路面の打ちかえや落石防止工事を予定しており、砂防事業では、海沢地内で砂防関連の道路整備を行うほか、奥地区で急傾斜地の地すべり防止工事が行われる予定であります。
次に、環境局所管では、引き続き、多摩の森林再生事業や花粉症発生源対策事業を実施いたします。ここ数年、暑い夏となっておりますが、特に昨年の夏の猛暑の影響により、この春のスギ・ヒノキの花粉飛散量は、例年の２倍から６倍と予測されております。この花粉対策として、スギ林の伐採と植樹、間伐や強度の枝打ち、多摩産材の需要拡大、花粉の少ない森づくり事業などに引き続き取り組むことで、花粉症患者の抑制と林業の再生、森林機能の回復・向上を促進いたします。

産業労働局所管では、シカ被害対策として「第３期東京都シカ保護管理計画」に基づき、裸山を引き起こす原因であるシカを、近隣県や隣接自治体と連携して、捕獲するなどの対策を引き続き実施いたします。

また、シカ以外の有害鳥獣による農作物被害も引き続き発生していることから、防護ネットの設置や追い払い対策、捕獲機材の購入などの支援を引き続き要望してまいります。

また、林道の整備では、２路線の開設工事を予定しているほか、舗装等の改良工事を予定しております。現在も通行止めが続いている日原鍾乳洞線につきましては、産業労働局の治山工事として、上部岩場の落石防護工事の第１期工事は完了したところですが、引き続き平成25年度も第２期工事を実施する予定となっております。

この関連で、通行止めの先にある日原浄水所の維持管理が難しいという状況が続いたことから、水道局・多摩水道改革推進本部では、日原渓流釣り場駐車場に応急浄水所を整備し、運用を開始したところであり、これにより日原地区、大沢地区及び寺地地区の飲料水について安定した給水をしていただいております。

そのほか水道局所管では、本年度から本格化した「新桧村浄水所」の構築工事については、平成26年度の完成を目指し引き続き工事が進められます。
これ以外にも、町内の水道施設のレベルアップとして、老朽化した浄水施設への膜ろ過処理技術の導入や、取水施設の整備などが順次進められる予定であります。
同時に、奥多摩湖の魅力を高め、色彩豊かな水辺環境の保全と再生への取り組みとして行っております、湖周辺の桜景観保全事業も継続して行うほか、奥多摩湖に流れ込む峰谷川等の河川部分に堆積している土砂の凌せつ事業を継続的に実施いたします。
平成22年度から実施している「民有林のモデル購入事業」につきましては、平成24年度から多摩川と日原川との合流点まで範囲が拡大され、事業自体は順調に進んでいる模様ですが、所有地の確定などの諸条件の調整に時間がかかっていると聞いております。
しかし、手つかずのまま荒廃が進み、所有者が手放す意向のある森林を、東京都が購入し手入れをすることで、将来にわたり都民の水がめである奥多摩湖を含む、多摩川の上流域の山林が適正に維持管理されることは、当町にとっても有意義なことで、今後も継続して実施されることを期待しております。

　次に、「第４期奥多摩町長期総合計画」の施策の大綱について、奥多摩町の平成25年度予算案で特に重点としている施策や、新規事業につきましてご説明をさせていただきます。
「第１章　生涯を健康で楽しく豊かにささえあうまちづくり」における「住民参加（協働）の健康管理意識の高揚～」では、各種検診の実施や地域での健康相談体制の充実により、自己の健康管理意識の高揚と普及啓発に努めてまいります。
平成25年度から新たに、高齢になっても自分の歯を保ち、いつまでも食べられる楽しみを味わえるよう、歯周病による歯の喪失を予防することを目的に、20歳以上の方を対象に成人歯科検診事業を実施いたします。
また、３年目になりました森林セラピー健康づくり事業については、地域の多くの男性の方にも参加していただくため、平成25年度から、毎月１回を各自治会を対象として開催し、地域住民相互の交流及び健康づくりの一助となるよう実施してまいります。
奥多摩病院改革プランに基づき、奥多摩病院経営の改善に向け、土曜外来診療や午後外来診療など各種施策を実施してまいりましたが、平成25年２月に改革プランの進捗状況について、奥多摩病院改革プラン評価委員会において点検・評価を行ったところであり、その結果、さらに収益の向上につながる取り組みを実施することが求められておりますので、患者の通院の利便性向上や在宅医療の充実など、病院の経営改善や地域医療体制の充実を図ってまいります。
次に、「世代をこえて楽しめる風土づくり」では、地域の生活館等を活用した高齢者ふれあいサロンづくりを、地域における認知症高齢者の支援並びに夏期の熱中症予防対策とあわせて積極的に推進いたします。
次に、「まちぐるみでささえあう福祉の推進」では、町独自の子育て支援制度及び定住対策事業について、「子育て支援・定住応援情報誌」の配布や、町ホームページの活用などを通じて、子育て世代の皆様はもとより、町内外の多くの方々に周知してまいります。
平成24年８月、国会において、子ども・子育て支援の新たな仕組みに関する３つの法律「子ども・子育て関連三法」が成立いたしました。これに伴い、町でも平成25年度には、子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査を実施いたします。
障がい者福祉の充実では、昨年10月より障害者虐待防止センターを保健福祉センター内に設置し、障がい者の虐待を未然に防ぐことに努めております。障がいを持つ方が、住民皆様の理解と協力のもとに地域の一員としていきいきと暮らしていけるよう、在宅サービスを充実するとともに、専門相談員による就労サポート事業を継続実施して、在宅障がい者の自立と社会参加を促進してまいります。
高齢者福祉の充実では、在宅療養・認知症相談員を新たに配置し、地域包括支援センター並びに高齢者見守り相談員とともに、保健・医療・福祉の関係機関を始め、地域の民生・児童委員、保健推進員、住民と連携し、地域における見守りや支え合いのネットワーク化を図り、地域包括ケアシステムの構築を推進いたします。

次に、「第２章　奥多摩○ごと元気」における「自然とともによみがえる環境」では、公害対策審議会条例を見直し、環境基本計画を策定することで、公害発生を防止し、生活環境の向上と自然環境の保全を確保いたします。
西秋川衛生組合の新炉が完成することにより、平成26年１月から奥多摩町のごみの搬入を開始する計画となっておりますが、これに伴い、これまで行ってきたごみの資源化、減量化をより一層推進するために、自治会を通じた資源ごみ回収を促進するとともに、コンポスター購入補助事業を拡充してまいります。
また、ごみの分別収集と資源化の必要性について、住民皆様にご理解していただくために説明会を開催いたします。
次に、「豊かな人情かよう町」では、下水道事業では、早期に全町水洗化を実現するため、平成27年度を完了年度として、奥多摩処理区公共下水道事業や市町村設置型浄化槽整備事業を計画的に推進してまいります。
平成25年度の公共下水道の整備については、大丹波地区と海沢の一部、大氷川地区を対象に延長9,700メートルの管渠敷設等の工事を行います。また、新たな供用開始区域は、大丹波地区の一部と白丸地区、氷川、初縄田地区を予定しております。
次に、「人情かよわせ暮らしの安全対策」では、東京都が指定する特定緊急輸送道路、町では青梅街道となりますが、この道路沿いに旧耐震基準で建築され、地震等の倒壊により道路を塞ぐ恐れのある建物を対象に、耐震診断、耐震設計及び耐震改修に要する経費の一部を補助することで、災害時の避難路及び輸送路を確保し、災害に強いまちづくりを推進してまいります。
団員装備を充実することで、消防団員の確保を図るため、消防団員の第３種作業服を一斉更新するとともに、小型動力ポンプ等の消防防災資機材の充実を図ってまいります。
機能的な道路建設の推進では、松葉穴沢線・南平熊沢線・一付線・白丸丸の内西線・坂下中井戸線・付止橋柿平線などの整備を実施いたします。
安全で快適な環境づくりに配慮した道路改良の推進では、町内全域の道路維持補修工事のほか、平成24年度に策定した町の橋梁に関する「長寿命化修繕計画」に基づき、女夫橋・三沢橋・柿平橋・清見橋の補修工事を行ってまいります。
次に、「第３章　豊かな自然に育まれるまちづくり」における「自然から学ぶ奥多摩っ子の育成」では、安心で安全な子育てを推進するため、平成25年度から、小・中学生の卒業アルバムの制作にかかる経費について、１人１万円を助成し、子どもを持つ家庭の経済的負担の軽減を図ってまいります。
子どもたちが木のぬくもりを感じながら、意欲的に学習に取り組む環境を整備するため、小・中学校の木質化整備を引き続き実施いたします。
また、古里小学校校舎外壁等改修工事を行い、子どもたちが安全で充実した学校生活を送れるように教育環境の整備を図ってまいります。
次に、「地域と人材を活かした共育」では、９月29日に開催される「国民体育大会スポーツ祭東京2013都道府県対抗自転車競技大会」に向け、共同開催する自治体、東京都及び自転車競技連盟と連携して、大会の成功に向け取り組むとともに、実行委員会を中心として、町のＰＲ活動に取り組んでまいります。
国際交流事業の推進では、引き続き中学生の海外派遣事業を実施するとともに、外国文化の受入態勢、語学教育の充実を図ります。
また、「国際交流音楽祭」についても、平成25年度は、西多摩地区の自治体と共同で実行委員会を組織しての開催を予定しております。
次に、「おくたま文化の公開と活用」では、指定文化財の整備事業として、都指定文化財の日原鍾乳洞照明設備改修、小留浦太子堂基礎石積み改修、町指定文化財の普門寺山門屋根補修整備のほか、２団体の獅子舞祭具等整備を実施してまいります。
次に、「第４章　体験と交流のまちづくり“どうよ山の暮らし”」における「新たな観光戦略の展開・推進」では、奥多摩町観光ビジョンに基づく観光の振興のあり方や振興施策を踏まえ、今後とも観光振興を一層推進するとともに、観光客の誘致と宿泊業者の活性化を図るため、冬場の宿泊客に対する補助制度を創設し、滞在交流人口の増加を図ってまいります。
観光施設整備関係では、まちの観光拠点として国民宿舎鳩の巣荘の建てかえ工事に着手いたします。また、鶴の湯温泉の安定供給と利用拡大を図るため、源泉ポンプ等の交換工事と温泉運搬用の車両購入を予定しております。
奥多摩観光協会を一般社団法人として新たに設立し、観光機関との連携により観光従業者のための研修会や観光ガイドの活用、後継者の育成を図ってまいります。
次に、「森林を核とした地域産業の創造・推進」では、間伐材を利用するために最大の課題となっております「山からの搬出」を可能にするために、新たな「環境政策推進事業」として、必要な林内作業車等の機材を整備するとともに、流通システムの確立や担い手の育成を図ってまいります。
地場産業の振興では、ブランド化を図るため商標登録した「治助イモ」について、地域振興の核となるよう、栽培面積の拡大や収穫量の増加を目指すほか、特産物であるわさびの後継者育成対策として「奥多摩わさび塾」事業を継続して行ってまいります。
獣害対策として、シカ緊急捕獲事業、ワサビ田防護網設置事業、警戒システムの整備を継続するとともに、猟友会の後継者育成のため、新たに狩猟免許取得にかかる経費について助成を行ってまいります。
林道の整備では、名坂線林道の開設工事や槐木線林道・イヤ入線林道・大丹波線林道・君平線林道・熊沢線林道の改良工事を行ってまいります。
次に、「第５章　自立してともに生きるまちづくり」における「時代に即応した新たな住民自治の創出」では、東日本大震災における教訓として、戸籍の副本を遠隔地にあるサーバーに保全することで、万一、災害等により戸籍の正本が滅失した場合においても、副本データにより迅速な戸籍の再生を可能とするため、「戸籍副本データ管理システム」の改修を行ってまいります。
まだまだ多くの事務事業を予定しておりますが、その他の施策等につきましては、この後配布いたします「平成25年度当初予算（案）の概要」をごらんいただきますようお願い申し上げます。
次に、平成25年度の予算案について申し上げます。平成25年度の予算規模は、一般会計総額59億4,000万円で、前年度に比較し4,000万円、0.7％の増となっております。

歳入の主な増減は、町税750万2,000円、0.9％の減、地方交付税2,000万円、1.5％の増、分担金及び負担金577万1,000円、12.3％の増、都支出金584万9,000円、0.2％の減、繰入金１億2,200万円、51.1％の増、諸収入6,972万2,000円、15.1％の減、町債800万円、4.4％の減などであります。
一般会計の歳出の主な事業としては、鳩の巣荘建設工事費、監理委託料、緊急輸送道路沿道建築物等耐震診断補助、町道や林道の新設・改良、橋梁の補修、少子化対策関連施策を実施いたします。
また、奥多摩処理区公共下水道の供用区域の拡大に伴い、この地域にある生活館、公衆トイレ等公共施設の排水を下水道へ接続するための工事についても引き続き予定しております。
国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、下水道事業特別会計、病院事業会計の５つの特別会計、企業会計に対する一般会計からの繰出金、補助金等につきましては、合計で７億8,654万4,000円を支出いたします。
次に、特別会計について申し上げます。
都民の森管理運営事業特別会計の総額は6,900万円で、前年度に比較し100万円、1.5％の増であります。
山のふるさと村管理運営事業の特別会計の総額は、１億6,100万円で前年度と同額であります。
国民健康保険特別会計の総額は、８億3,100万円で、前年度に比較し5,300万円、6.0％の減で、保険給付費の減が主なものであります。
後期高齢者医療特別会計の総額は、２億600万円で、前年度に比較して400万円、2.0％の増であります。
介護保険特別会計の総額は８億円で、前年度に比較し5,300万円、7.1％の増で、居宅・施設介護サービス等給付費の増が主なものであります。
下水道事業特別会計の総額は、11億7,200万円で、前年度に比較し6,700万円、5.4％の減であります。
次に、企業会計についてでありますが、病院事業会計は、歳出ベースで４億9,950万円で、前年度に比較し2,750万円、5.2％の減で、給湯設備等の改修工事が完了したことなどに伴う減であります。
以上８会計の予算総額は、歳出ベースで96億7,850万円、前年度に比較し4,950万円、0.5％の減となっております。
引き続き大変厳しい財政環境の中ではありますが、東京都関係局のご理解とご支援により、必要額を見込んだ予算編成としております。
次に、第１回奥多摩町議会定例会提出案件について申し上げます。平成25年第１回町議会定例会に提案いたします案件でございます。

議案第１号から議案第22号までの案件につきましては、条例の制定及び改正にかかる22件の案件となりますが、条例の新規制定が11件、一部改正が同じく11件と、非常に多くの案件となっております。このうち10件が地域主権改革に伴うもので、これは地域主権改革一括法が公布されたことで、これまで国が一律に定めていた施設等の設置管理基準等について、国の基準を参考に町が条例で定めることができるようになったため、本定例会に上程するものでございます。
議案第23号「秋川流域斎場組合規約」は、先ほども申し上げましたが、当町が秋川流域斎場組合に加入することに伴い、地方自治法の規定に基づき、秋川流域斎場組合規約を制定することについて議会の議決を求めるものであります。
議案第24号から議案第31号までは、平成24年度の一般会計、特別会計、企業会計の全８会計の最終補正予算案であります。
議案第32号から議案第39号までは、平成25年度の一般会計、特別会計、企業会計の全８会計の当初予算案であります。
議案第40号「丹縄亭の指定管理者の指定について」は、当初の指定期間であった３年間の期間がこの３月31日で満了することから、指定管理者であった「合同会社どんぐりんこ」を、再度、指定管理者として指定することについて議会の議決を求めるものであります。
議案第41号「奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）の指定管理者の指定の変更について」は、指定管理者である「都民の森境管理運営委員会」より、指定管理者について撤退の申し出があったため、平成25年３月31日までに指定期間を変更することについて議会の議決を求めるものであります。
議案第42号「防災備蓄用資機材購入（その２）契約について」は、住民の安全・安心を確保するため、町内各防災備蓄倉庫に配備する発電機、炊出し用かまど等の備品を購入するため、議会の議決を求めるものであります。
議案第43号から議案第46号までは、「奥多摩処理区下水道管渠建設工事」その20から23までの４件の工事案件について、契約金額等の変更に伴う工事請負契約の変更について議会の議決を求めるものであります。
以上、46件と大変多くの案件となっております。これら具体的な議案の内容につきましては、副町長を始め所管の課長からご説明をさせていただきますが、いずれの議案につきましても、町の事務事業を執行していく上で欠くことのできない重要なものでありますので、ご審議の上、ご決定をくださるようお願いを申し上げます。
終わりに、冒頭で申し上げましたように、厳しい社会経済情勢は依然として続いており、今後も予断を許しません。
このような状況から、当町のような小さな自治体の行財政運営は、なお一層厳しさを増すことから、第４期長期総合計画を基本として、「生涯健康で自立してともに生きる奥多摩町」を確立するため、私は身の丈に合った簡素で効率的な町政運営を継続し、東京都の支援により「財源の確保」を図りつつ、町の最重要課題である若者の定住化対策、子ども子育て支援を一層推進するとともに、森林セラピーなど、町の特性を生かした観光産業の振興、教育環境の整備、住民の安全・安心の確保等、住民皆様と協働して、将来に向かい、希望と誇りの持てる町づくりに、これからも粉骨砕身、全力で邁進していく覚悟であります。
議員各位並びに住民の皆様方の、より一層のご支援・ご協力を心からお願い申し上げまして、平成25年第１回奥多摩町議会定例会の開会に当たっての私の施政方針とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　以上で、町長の挨拶及び施政方針表明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午前10時55分から再開といたします。

午前10時38分　休憩

午前10時55分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第１号　奥多摩町長期総合計画条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第１号　奥多摩町長期総合計画条例につきまして、提案の説明をいたします。
　地方自治法の一部を改正する法律（平成23年法律第35号）の施行に伴い、長期総合計画の策定ついて、規定を整備する必要があるためでございます。
　このたびの地方自治法の一部改正により、市町村における基本構想の策定義務が廃止されたことに伴い、各市町村では新たな基本構想の策定に際し、従前のとおり議会の議決を経ることとする場合は、条例で定めることが必要となりました。

　今般、当町におきましても、長期総合計画の策定に当たり、町の将来に向けた総合的、計画的なまちづくりの指針となる最上位の計画であることから、基本構想の策定について、議会の議決事項とするための条例を制定するものでございます。

　次のページをお開きください。この条例の要旨をご説明させていただきます。
　奥多摩町長期総合計画条例。

第１条は、（目的）として計画の構成及び位置づけ並びにその策定方針などを規定するものです。

第２条は、用語の意義に関し、第１号で総合計画を、第２号で基本構想を、第３号では基本計画をそれぞれ定義するものです。

第３条は、（構成及び位置づけ）に関し、第１項で、計画の構成を基本構想及び基本計画と定め、第２項で、総合計画をまちの最上位の計画と位置づけるものです。

第４条は、計画の（策定方針）に関し、第１項で、策定の見地を、第２項で、計画期間を、第３項では、住民との協働などを、また第４項では、変更の場合の準用をそれぞれ規定するものです。

第５条は、（議会の議決）に関し、その要件を定めるものです。

第６条は、（公表）に関し、総合計画を策定し、または変更するときの公表を規定するものでございます。

第７条は、（策定後の措置）に関し、総合計画に基づく施策を計画的に実施するために必要な措置について規定するものでございます。
第８条は、この条例の施行に関する町長への（委任）について定めるものです。

附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するというものでございます。
ご審議の上、ご決定をいただきますよう、お願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第１号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第１号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第１号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第１号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第１号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第２号　奥多摩町墓地等の経営の許可等に関する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　議案第２号　奥多摩町墓地等の経営の許可等に関する条例について、提案のご説明をいたします。
（理由）としまして、市町村における東京都の事務処理の特例に関する条例（平成11年東京都条例第107号）の改正に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。
　次のページをお開きください。奥多摩町墓地等の経営の許可等に関する条例は新条例でありますが、都条例の内容のほとんどが各市町村へそのまま移行するもので、改正前につきましては、東京都衛生局が各保健所を窓口にして許認可を実施しておりましたが、改正後につきましては、全て各市町村に委ねることで、当町におきまして申請から許可までの事務処理を行うこととなり、その内容について概要の説明をさせていただきます。
　第１条では、この条例は、墓地、埋葬等に関する法律第10条の規定による墓地、納骨堂又は火葬場の経営の許可等に関し、必要な事項を定めることにより、墓地等の経営の適正化及び墓地等と周辺環境との調和を図り、もって公衆衛生その他公共の福祉の確保に寄与することが目的とされております。
第３条では、墓地等の経営主体は、地方公共団体と宗教法人法に規定する宗教法人、公益社団法人及び公益財団法人で、それぞれ認定等に関する法律に該当する公益法人及び既存の個人墓地等が経営主体となりますが、個人墓地の新設については認められておりません。
以下、第12条までは、申請手続関係から墓地の構造、設備基準等の内容で、条例第13条、14条につきましては、納骨堂の構造設備基準でございます。
条例第15条、16条につきましては、火葬場の構造設備基準で、17条から29条までは、埋葬と管理に関する内容となっております。

附則として、この条例は平成25年４月１日から施行する。

　（経過措置）につきましては、記載のとおりでございますので、説明は省略させていただきます。
　以上で議案第２号、奥多摩町墓地等の経営の許可等に関する条例についての提案のご説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第２号の質疑を行います。

　４番　原島幸次議員。

○４番（原島　幸次君）　今まではこの墓地の関係につきましては、必ず東京都の許可をもらわなきゃいけないというようになっていたんですが、今見ますと、今度は町の許可だけで東京都の許可は要らないということでございますが、そのように考えてよろしいでしょうか。

○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　そのとおりでございまして、各市町村が許認可を持っているということでございます。それに従いまして、今後、申請関係につきましては、内容につきまして精査をしたり、委員会等、審査委員会を設けまして、申請したものに対して対応していくというような形になります。以上です。
○議長（清水　典子君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第２号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第２号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第２号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第２号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第３号　地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を議題とします。

これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。
〔福祉保健課長　清水　信行君　登壇〕

○福祉保健課長（清水　信行君）　議案第３号　地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例についてご説明申し上げます。
　提案の理由でございますが、地域社会における共生の実現に向けて、新たな障害保健福祉施策を識ずるための関係法律の整理に関する法律（平成24年法律第51号）の施行に伴い、関係規定を整備する必要があるためでございます。
ただいま申し上げました法律は、平成22年４月に内閣府に設置されました障がい者制度改革推進会議での検討を踏まえ、障がいの有無にかかわらず、全ての国民が共生する社会を実現するため、平成24年通常国会に提出され、同年６月20日に可決、成立したものでございます。
内容としては、１として、「障害者自立支援法」の名称について、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」、略称として、「障害者総合支援法」としたこと。
２として、これまで障がい者の範囲は、身体障害者、知的障害者及び発達障害を含む精神障害者に限られておりましたが、新たに治療方法が確立していない疾病、その他の特殊の疾病、いわゆる難病による障がいがある者を加えることなどが主な内容でございます。

条例改め文もございますが、新旧対照表にてご説明申し上げます。新旧対照表の15ページをお開き願います。

第１条、奥多摩町障害程度区分等判定審査会の委員の定数等を定める条例の一部改正につきましては、同条例第１条中、「障害者自立支援法」を「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改めるものでございます。
第２条、奥多摩町国民健康保険条例の一部改正ですが、第４条の２第２項におきまして、先にご説明申し上げました本条例の第１条と同様に、「障害者自立支援法」を「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改め、略称である「支援法」を「障害者総合支援法」に、「障害者自立支援法施行令」を「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令」に改めるもので、同施行令の略称を、「支援法施行令」から「障害者総合支援法施行令」に改める規定につきましては、第４項第２号におきましても同様に改めるものでございます。
また、引用している同施行令につきまして、この改正により新たに冒頭に１条追加したため、第１条第３号を第１条の２第３号に改めるものでございます。

以上で議案第３号の説明を終了いたします。ご審議をいただき、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第３号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第３号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第３号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第３号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第３号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　議案第４号　奥多摩町介護保険指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関する基準を定める条例、日程第10　議案第５号　奥多摩町介護保険指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例、日程第11　議案第６号　奥多摩町介護保険指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例、以上３件を一括して議題といたします。
　これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。

〔福祉保健課長　清水　信行君　登壇〕

○福祉保健課長（清水　信行君）　議案第４号　奥多摩町介護保険指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関する基準を定める条例、議案第５号　奥多摩町介護保険指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例及び議案第６号　奥多摩町介護保険指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例につきまして、関連がございますので、一括して提案理由及び条例の内容についてご説明申し上げます。

　提案の理由でございますが、いずれの条例につきましても、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成23年法律第37号）及び介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律（平成23年法律第72号）の施行に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　提案理由にあります冒頭の法律につきましては、いわゆる地域主権一括法と言われるもので、平成21年の地方分権改革推進計画、平成22年の地域主権戦略大綱を踏まえ、第１次から第２次にわたって基礎自治体への権限移譲、義務づけ、枠づけの見直しと条例制定権の拡大を行うため、関係法律の整備を行ったものでございますが、この中に厚生労働省関係の法律改正の１つとして、介護保険法で規定されておりました指定地域密着型サービス事業者等の指定等及び指定地域密着型介護予防サービス事業者等の指定等につきまして、市町村の条例により定めることが可能となったことから、本議会に提案したものでございます。
　条例の内容につきましては、新規の制定ではございますが、要点についてのみご説明申し上げますので、ご理解をお願いいたします。

初めに、議案第４号　奥多摩町介護保険指定地域密着型サービス事業者等の指定等に関する基準を定める条例でございますが、次のページをお開き願います。

第１条で、条例の趣旨として、介護保険法の規定に基づき、指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスについての基準を定めることを規定しております。
第２条では、地域密着型サービスとして規定されております小規模特別養護老人ホームの入所定員について、介護保険法の規定と同様に、29人以下に規定するものです。

第３条では、指定地域密着型（介護予防）サービス事業者の申請者の資格として法人であること、及び法人の役員等に暴力団員の関係者を除くことを規定しているものでございます。
第４条では、この条例に定めるもののほかの規定については、規則で定めることの規定で、介護保険法の改正条文でも市町村が定める基準等については、厚生労働省令で定める基準に従い定めるものとされていることから、規則に委任するものでございます。

附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものです。
次に、議案第５号　奥多摩町介護保険指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例についてご説明申し上げます。
次のページをお開き願います。第１条においては、介護保険法の規定に基づき、指定地域密着型サービスの人員、設備及び運営に関する基準を奥多摩町が定めること。

第２条においては、町が指定する指定地域密着型サービスの種類を規定し、指定を受けた事業者が提供した地域密着型サービスに対して、サービス費を支給することを規定しております。
第３条では、この指定地域密着型サービスを行う事業者に対する一般原則を定めたもので、介護保険法の趣旨に基づき、利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めることと、地域との結びつきを重視し、町及び他の保健、医療、福祉に関するサービスを提供する者との連携に努めることを規定しております。

第４条から第12条までは、それぞれ指定地域密着型サービスとして規定されております９つのサービスについて、それぞれ守るべき基本方針について規定しておりますが、当町においては第８条の指定認知症対応型共同生活介護、いわゆるグループホームのみが現在運営されており、その他のサービスにつきましては、現在の第５期介護保険事業計画でも計画しておりませんが、今後、当町の被保険者が他市町村で該当するサービスを利用するなどの希望があり、事業者から当町における指定の申請等があった場合も想定して規定しているもので、次期第６期介護保険事業計画を策定する際にも、改めてニーズや事業者参入意向等についても調査していく必要がございます。
第13条は、これらのサービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準については、介護保険法の規定に基づき規則に委任することの規定でございます。

附則といたしまして、この条例は平成25年４月１日から施行するものでございます。

続いて、議案第６号でございます。奥多摩町介護保険指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例につきましてご説明申し上げます。

次のページをお開き願います。本条例は、先ほどご説明申し上げました議案第５号と同様の条立てとなっており、第１条におきましては、介護保険法の規定に基づき、指定地域密着型介護予防サービスの人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を奥多摩町が定めること。

第２条においては、町が指定する指定地域密着型介護予防サービスの種類を規定し、指定を受けた事業者が提供した地域密着型介護予防サービスに対して、サービス費を支給することを規定しております。
第３条は、議案第５号と同様の規定で、指定地域密着型介護予防サービスを行う事業者に対する一般原則を定めたものです。

第４条から第６条までについては、それぞれ指定地域密着型介護予防サービスとして規定されている３つのサービスについて基本方針を定めたもので、次の第７条において、これらのサービスの事業の人員、設備及び運営並びに介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を規則に委任することの規定でございます。

附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものでございます。

以上で議案第４号から議案第６号までの説明を終了いたします。ご審議をいただき、ご決定を賜りますよう、お願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第４号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第４号の質疑を終結します。

　次に、議案第５号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第５号の質疑を終結します。

　次に、議案第６号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第６号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第４号から議案６号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第９　議案第４号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第４号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第10　議案第５号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第５号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第11　議案第６号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第６号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第12　議案第７号　奥多摩町公営住宅等整備基準に関する条例を議題とします。
　これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課長　川村　文雄君　登壇〕

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第７号　奥多摩町公営住宅等整備基準に関する条例につきまして、提案理由及び内容についてご説明申し上げます。
提案の理由でございますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成23年法律第37号）の施行により、公営住宅法（昭和26年法律第193号）等が改正されたことに伴い、奥多摩町公営住宅等の整備に関する規定を整備する必要があるためでございます。
この条例につきましては、これまで国、あるいは東京都が定めたものを区市町村に移譲したもので、奥多摩町の公営住宅整備基準に関する条例として整備するものでございます。

条例の内容につきましては、これまでの設備基準についてと相違はございませんが、これまでの国、東京都などの文言を奥多摩町に改めたものでございます。

第１条、目的としまして、この条例は、公営住宅法に基づき、町における公営住宅及び共同施設の整備に関する基準を定めるものとするから始まりまして、第２条につきまして、定義について定めたものでございます。
　次に、第３条、第４条につきましては、健全な地域社会の形成、良好な居住環境の確保について、健全な地域社会の形成に資する整備をすること。便利で快適なものとなるよう整備することを定めたものでございます。
第５条につきましては、建設及び維持管理費用の縮減の配慮について定めたものでございます。
次に、第６条、位置の選定につきましては、災害が多い土地や公害等の住環境を阻害させる恐れがある土地を避け、入居者の日常生活の利便性を考慮した位置を選定するように定めたものでございます。
次に、第７条、敷地の安全等につきまして定めたものでございます。
第８条、住棟等の基準につきましては、居住環境の阻害防止について定めたものでございます。
次に、第９条、公営住宅の基準につきましては、建物の構造の安全について定めたものでございます。
第10条、住戸の基準につきましては、建物の面積及び設備等について定めたものでございます。
次の、第11条、住戸内の各部、第12条の共用部分につきましては、高齢者などが日常生活を支障なく営むことができるよう、安全の確保を定めたものでございます。
次の第13条、附帯施設、第14条、児童公園、第15条、集会室、第16条、広場及び緑地、第17条、通路につきましては、それぞれ規定を設けたものでございます。
第18条、委任につきましては、この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は規則で定めるものと規定したものでございます。

附則としまして、施行期日、１、この条例は、平成25年４月１日から施行する。

経過措置としまして、２、この条例の施行の際、現に存する町公営住宅等については、この条例の規定にかかわらず、なお従前の例によるとなっています。
　以上で議案第７号の説明を終了いたします。ご審議の上、ご決定賜りますよう、よろしくお願いいたします。
○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第７号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第７号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第７号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第12　議案第７号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第７号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第13　議案第８号　奥多摩町町道における道路構造の技術的基準に関する条例、日程第14　議案第９号　奥多摩町町道における移動円滑化の基準に関する条例、日程第15　議案第10号　奥多摩町町道における道路標識の寸法に関する条例、以上３件を一括して議題とします。
これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課長　川村　文雄君　登壇〕

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第８号　奥多摩町町道における道路構造の技術的基準に関する条例、議案第９号　奥多摩町町道における移動円滑化の基準に関する条例及び議案第10号　奥多摩町町道における道路標識の寸法に関する条例につきまして、関連がございますので、３議案合せて提案理由及び内容についてご説明申し上げます。
提案の理由でございますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成23年法律第37号）の施行により、道路法（昭和27年法律第180号）の一部が改正されたことに伴い、道路構造の技術的基準について規定を整備する必要があるためでございます。
これまで町道整備においては、道路法に従いまして道路構造の技術的基準、移動円滑化の基準、道路標識の寸法につきまして実施してまいりましたが、道路法が改正され、道路構造の技術的基準に関しましては、道路法第30条の改正により、都道府県道及び市町村道の一般的技術基準について、設計車両、建築限界及び橋等の設計自動車荷重に関するものを除き、道路を新築または改築する場合における道路構造令で定める基準を参酌して、当該道路の道路管理者である地方公共団体が条例で定めるよう、道路法から切り離されましたので、奥多摩町町道における道路構造の技術的基準に関する条例、移動円滑化の基準に関する条例及び道路標識の寸法に関する条例をそれぞれ整備したものです。
議案第８号の奥多摩町町道における道路構造の技術的基準に関する条例についてでございますが、この条例は第１条の趣旨で、この条例は、道路法の規定に基づき、町道を新築し、または改築する場合における道路の構造の一般的技術的基準を定めるものとするについてから始まり、それぞれの構造規定、構造物設置について規定し、第41条の委任までの41条の構成になっています。
これまでは全ての道路区分について規定されていましたが、町道についての規定だけをこれまでの基準から引用して整備したもので、内容的にはこれまでと相違はありませんが、奥多摩町特有の地形状況などに合うよう、第20条の縦断勾配の数値及び第24条の合成勾配については、町独自のものを規定したものでございます。

恐れ入りますが、41条の次の附則をごらんください。施行期日等としまして、１、この条例は、平成25年４月１日から施行する。
２、この条例の規定は、この条例の施行の日以降に新設し、又は改築する道路について適用する。
経過措置として、３、この条例の施行の際、現に新設又は改築の工事中（新設又は改築の工事の設計に係る契約を締結したものを含む。）の道路について、この条例の規定に適合しない部分がある場合は、当該部分に対して当該規定は適用しない、と規定しています。
次に、議案第９号　奥多摩町町道における移動円滑化の基準に関する条例についてご説明させていただきます。

この条例につきましては、第１条の趣旨で、この条例は、高齢者、障害者などの移動等の円滑化の促進に関する法律の規定に基づき、移動円滑化のために必要な町道の構造に関する基準を定めるものとするについてから始まり、高齢者、障害者などの移動を安全で安心して移動できるよう、施設、設備などについて規定し、第18条までの構成になっています。

町道についての規定だけを、これまでの基準から引用して整理したものですので、内容的にはこれまでと相違はございません。

　附則といたしまして、施行期日、１、この条例は、平成25年４月１日から施行する。
経過措置、２、第３条の規定にかかわらず、その他の特別の理由によりやむを得ず歩道を設けることができない場合において、一体的に移動等円滑化を図ることが特に必要な道路区間については、当分の間、同条の歩道にかえて、車道及びこれに接続する路肩の路面における凸部、車道における狭さく部又は屈曲部その他の自動車を減速させて歩行者又は自転車の安全な通行を確保するための道路の部分を設けることができると規定しております。

次に、議案第10号　奥多摩町町道における道路標識の寸法に関する条例につきましては、第１条の趣旨ですが、町道における道路標識のうち、道路標識、区画線及び道路標示に関するものの寸法について規定するものですが、町としましては、第３条で都道における道路標識の寸法に関する条例の別表に定めるところによるとし、都道規定に準ずる予定でございます。
　附則といたしまして、この条例は25年４月１日から施行するとなってございます。

　以上で議案第８号、議案第９号、議案第10号の説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第８号の質疑を行います。

　１番　石田芳英議員。

○１番（石田　芳英君）　奥多摩町町道における道路構造の技術的基準に関する条例の方なんですけれども、第３条の道路区分のところの第４種第１級と第２級につきましては、第12条で植樹帯を設けるとありまして、幅員は1.5メートルを標準とするとありますけれども、これは奥多摩町でこの第４種第１級と第２級に該当する道路はあるかどうか、確認をよろしくお願いします。

○地域整備課長（川村　文雄君）　１番　石田議員のご質問にお答えします。

　国道、都道については、現在あるだけなんですが、これは町の観光の関係もございまして、道路を新築していく場合において、やっぱり緑地化も必要なものですから、この部分については残させていただいております。
　現在はあります。

○議長（清水　典子君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第８号の質疑を終結します。

　次に、議案第９号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第９号の質疑を終結します。

　次に、議案第10号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第10号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第８号から議案第10号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第13　議案第８号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第８号については原案のとおり可決されました。

次に、日程第14　議案第９号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第９号については原案のとおり可決されました。

次に、日程第15　議案第10号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第10号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第16　議案第11号　奥多摩町犯罪のない安全・安心なまちづくり条例を議題とします。

これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第11号　奥多摩町犯罪のない安全・安心まちづくり条例につきましては、新規の条例制定となります。提案のご説明を申し上げます。
　（理由）でございますが、防犯意識の高揚と自主的な防犯活動の推進を図り、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するため、規定を整備する必要があるためでございます。
　次ページをお開きください。近年、高齢者や子どもたちを狙った犯罪は、振り込め詐欺や訪問買取による貴金属被害、性犯罪やいじめと、より広域化及び悪質化する傾向にあります。

　また、これら犯罪により奪われた金品が暴力団の資金源になっている現実があります。

　今回制定いたします条例は、これら犯罪から町民を守るため、町はもとより、町民、事業者、関係行政機関がその責務を明らかにし、互いに協力し、連携し、防犯意識を高め、防犯活動を推進することを目的とするもので、平成24年第１回定例町議会でご承認いただきました奥多摩町暴力団排除条例と合せて、より緊密なネットワークを構築し、犯罪防止についてさらに推進するものでございます。
　それでは、条例の内容ですが、第１条では、この条例の目的を、第２条第１項では、町の責務として必要な施策の実施、第２項では、関係行政機関、防犯活動推進団体との連携について定めています。
第３条では、町民の責務として、自らの防犯上の措置と町の施策への協力について。
第４条では、事業者の責務として、自らの事業上の防犯措置と町の施策への協力について。
第５条では、土地又は建物の所有者等の責務として、所有、管理する土地、建物等について、防犯上の必要な措置と町施策への協力について。
第６条では、関係行政機関の責務として、情報の提供と町の施策への協力について、それぞれ定めています。

第７条では、安全・安心まちづくり推進協議会の設置及び審議事項について定めています。

次ページの第３項では、協議会の人数を８名以内と定めておりまして、警察署、自治会連合会、保護司、民生委員、ＰＴＡ、観光協会、商業協同組合等の関係者から町長の委嘱をいただく予定でいます。
第８条では、会長等について、第９条では、会議についてそれぞれ定め、第10条は、委任の条項でございます。
附則といたしまして、第１項で、施行期日を平成25年４月１日とし、第２項では、最初の会議を町長招集する規定でございます。
以上で説明を終わります。

また、近隣の状況ですが、東京都では平成15年度より施行されており、西多摩地区の各７市町村につきましても、いずれも施行済みでございます。
十分なるご審議をいただきまして、ご理解の上、ご同意を賜りますよう、お願い申し上げまして、提案の説明といたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第11号の質疑を行います。質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第11号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第11号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第16　議案第11号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第11号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第17　議案第12号　奥多摩町まちづくり計画住民委員会条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第12号　奥多摩町まちづくり計画住民委員会条例の一部を改正する条例について提案のご説明をいたします。
　提案の理由につきましては、奥多摩町長期総合計画条例の制定に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　地方自治法の一部を改正する法律（平成23年法律第35号）の施行に伴い、奥多摩町長期総合計画条例を新たに制定することから、長期総合計画の策定委員会の設置を定めた本条例との整合性を図るため、文言等を整理するものでございます。
　説明につきましては、別紙、新旧対照表１ページ、改正部分をごらんください。

　第１条を「美しい自然を有し、伝統と文化の薫る奥多摩町において、町と住民とが協働し、奥多摩町長期総合計画条例第１条に規定する奥多摩町長期総合計画（以下「総合計画」という。）を策定するため、奥多摩町まちづくり計画住民委員会（以下「委員会」という。）を設置する。」に改めるとともに、第２条及び第７条第１項中「長期総合計画」を「総合計画」に改めるものでございます。
　ご審議をいただき、ご決定いただきますよう、お願いいたします。
○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第12号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第12号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第12号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第17　議案第12号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第12号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第18　議案第13号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。
これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。

〔福祉保健課長　清水　信行君　登壇〕

○福祉保健課長（清水　信行君）　議案第13号　非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容等につきましてご説明申し上げます。

提案の理由でございますが、予防接種実施規則の一部を改正する省令（平成24年厚生労働省令第110号）の公布に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　条例改め文もございますが、新旧対照表でご説明いたします。新旧対照表の２ページをごらんいただきたいと思います。
別表中「予防接種契約医師」及び「１歳６か月児健康診査医師」の項を全て削除し、介護認定委員（医師）の項以下を繰り上げるものでございます。

附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものでございます。
この予防接種契約医師及び１歳６か月児健康診査医師のうち、予防接種契約医師につきましては、これまで乳幼児等の予防接種について、生ワクチン等の集団経口投与を行っていただいた契約医師に対して適用していたものですが、厚生労働省令の公布により、急性灰白髄炎、ポリオと言われるものでございますが、これにつきまして、これまで生ワクチンの集団経口投与であったものが、副作用等のおそれがあることから、安全性の高い不活化ワクチンの注射によるものとされたことから、個々の乳幼児の健康状態に即した個別接種に切りかえるため、削除するものでございます。
また、１歳６か月児健康診査医師については、現在、１歳未満児、３歳児でも同様に健診を実施しておりますが、予防接種契約医師と同様に、現状では医療機関との業務委託契約により行っていることから、削除するものでございます。

なお、乳幼児等の予防接種につきましては、現在でも保護者の皆様がそれぞれご自分のお子様の健康状態を勘案して、直接医療機関に予約していただき、接種していただいておりますが、接種時期の前に個別にお知らせをしており、接種漏れがないよう十分配慮しておりますので、ご承知おき願います。
以上で議案第13号の説明を終了いたします。ご審議をいただき、ご決定賜りますよう、お願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第13号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第13号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第13号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第18　議案第13号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第13号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第19　議案第14号　奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。
これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第14号　奥多摩町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきまして、ご説明申し上げます。
提案の理由でございますが、東京都人事委員会の勧告に準じて給料表の改定を行うため、規定を整備する必要があるためでございます。
平成24年11月30日に開催されました平成24年第１回臨時議会におきまして、東京都人事委員会の勧告に基づき、公民較差を是正するため、住居手当の見直しと給料月額の改定で、職員給与の引き下げにつきましてご同意をいただき、平成24年12月１日から施行をいたしました。
東京都人事委員会勧告では、部長職、課長職の給与制度について、職責、能力、業績の給与への反映を行うため、給料表の等級の廃止、新設を行い、平成25年４月実施と勧告されております。

これに伴い、当町の課長職の給料等級が東京都給料表の廃止、新設等級に該当することから、給料表について改正するものでございます。

今回の改正では、病院の看護師長を含む、全課長職が対象になります。給料表の切りかえによる影響額では、医療職給料表に該当する看護師長が9,900円の増額となりますが、一般職給料表該当の課長職では、マイナス100円からプラス800円の範囲の変更となり、影響は少ないものと思われます。

　内容につきましては、別表の改正ですので、説明を省かせていただきます。

　附則の改正では、第１項では、施行期日を平成25年４月１日とするものでございます。
　第２項では、新給料表への切りかえ時の号給の指定を規定するものでございます。
　第３項では、新給料表への切りかえ時に減額となり、不利益を受ける者を救済するため、現行の給料月額との差額を支給する規定でございます。
　第４項では、給料表の最高号給を超えた給料月額を受けている職員の改正後の給料月額等は、町長が定める規定でございます。
　第５項は、改正前と改正後の給料表において、昇格等により等級を移動した場合、号給に差異を生じたときは、それを町長が必要と認める限度において調整する規定でございます。

　議案書の末尾にあります別表につきましては、附則別表が職員の号給の切りかえ表、別表第１が行政職給料表（１）で、別表第２が医療職給料表（３）でございます。東京都の給料表と同じ内容の改正でございます。なお、職員給与等の改正につきましては、職員組合の理解を得て提案させていただきますことを申し添えます。

　以上で議案第14号の説明を終わらせていただきます。ご審議を賜り、ご決定いただきますようお願いを申し上げます。
○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第14号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第14号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第14号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第19　議案第14号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第14号については原案のとおり可決されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。

午前11時58分　休憩

午後 １時00分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第20　議案第15号　奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　議案第15号　奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について、提案のご説明をいたします。

　理由としまして、住民基本台帳カードを交付手数料の無料の期間を延長するため、規定を整備する必要があるためでございます。

　新旧対照表の３ページをお開きください。

　表中の附則第３項中「平成25年３月31日」を「平成27年３月31日」に改めるものです。

　附則、この条例は、平成25年４月１日から施行する。

　以上で議案第15号　奥多摩町事務手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について、提案のご説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第15号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第15号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第15号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第20　議案第15号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第15号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第21　議案第16号　奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。住民課長。

〔住民課長　宮田　昭治君　登壇〕

○住民課長（宮田　昭治君）　議案第16号　奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例について、提案のご説明をいたします。

　理由、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成23年法律第37号）の施行に伴う廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和27年法律第180号）の一部改正等により、規定を整備する必要があるためでございます。

　新旧対照表の４ページをお開きください。

　奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例（平成５年条例第16号）の一部を次のように改正する。

　67条を68条とし、66条の次に次の１条を加える。

　第67条、法律第21条第３項の条例で定める資格について、第１号に該当する技術士、第２号から第４号までの技術士及び同等以上の知識及び技能を有すると認められる者を技術管理者の資格として位置づけるものでございます。

　次の別表中、し尿及び動物の死体の項を次のように改める。

　下水道の供用開始から３年が経過し、下水道の接続を促進することのほか、秋川衛生組合関係市町村との格差是正を図るため、旧単価36リットルまたは端数ごとに一律325円を１号、２号は据え置きとし、３号は650円に改め、次のページの４号を１号繰り下げ５号とし、４号は下水道法第２条第８号に規定する処理区域であって、同法第９条に基づき公示された下水処理を開始すべき日から３年を経過した区域内の事業活動及び不特定多数の者が使用する便所を36リットルまたは端数ごとに650円とし、次の５号は650円に改めるものでございます。５号の次に６号を追加し、一般家庭から月２回以上排出される場合（前３号の規定を適用する場合は除く）は、36リットルまたは端数ごとに325円とするものです。

　次の動物の死体（犬・ねこ等）について、１頭につき500円を1,000円に改めるものです。

　附則、この条例は、平成25年４月１日から施行する。

　経過措置につきましては、記載のとおりでございます。

　以上で議案第16号　奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例について、提案のご説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第16号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第16号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第16号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第21　議案第16号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第16号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第22　議案第17号　奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課長　川村　文雄君　登壇〕

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第17号　奥多摩町下水道条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容について、ご説明申し上げます。

　提案の理由でございますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の一部の施行に伴う国土交通省関係政令等の整備等に関する政令（平成23年政令第363号）の施行に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、公共下水道の構造の技術上の基準及び終末処理場の維持管理に関する基準が移譲されたためによるもので、条例の改め文もございますが、新旧対照表にてご説明いたします。
　新旧対照表の６ページをごらんください。

　条例第１章、総則の次に第１章の２として、公共下水道の構造等を加え、（公共下水道の構造の技術上の基準）としまして、「第２条の第２項、法第７条第２項の条例で定める公共下水道の構造の技術上の基準は、奥多摩町下水道条例施行規則（平成８年規則第14号。以下「施行規則」という。）で定める」の部分を追加し、次に、（終末処理場の維持管理）としまして、「第２条の第３項、法第21条第２項の終末処理場の維持管理については、施行規則で定める」の文言を追加し、第５条第５項の下線の部分、「奥多摩町下水道条例施行規則（平成８年規則第14号。以下「施行規則」という。）」を「施行規則」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものでございます。

　以上で議案第17号の説明を終了いたします。ご審議の上、ご決定を賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第17号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第17号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第17号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第22　議案第17号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第17号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第23　議案第18号　奥多摩町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課長　川村　文雄君　登壇〕

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第18号　奥多摩町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容について、ご説明申し上げます。

　提案の理由でございますが、道路法施行令（昭和27年政令第479号）及び道路整備特別措置法施行令（昭和31年法律第319号）の一部が改正されたことに伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、道路法施行令の一部改正により、太陽光発電設備等及び津波避難施設が道路占用許可の対象条件となったため、規定を整備する必要があるためでございます。

　条例の改め文もございますが、新旧対照表にてご説明いたします。新旧対照表の７ページをごらんください。

　別表（第２条関係）の項中、「令第７条第２号」を「令第７条第４号」とし、「同条第３号」を「同条第５号」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものでございます。

　以上で議案第18号の説明を終了いたします。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第18号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第18号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第18号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第23　議案第18号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第18号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第24　議案第19号　奥多摩町公営住宅使用条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。地域整備課長。

〔地域整備課長　川村　文雄君　登壇〕

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第19号　奥多摩町公営住宅使用条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容について、ご説明申し上げます。

　提案の理由でございますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成23年法律第37号）の施行により、公営住宅法（昭和26年法律第193号）等が改正されたことに伴い、公営住宅の入居収入基準について規定を整備する必要があるためでございます。

　条例の改め文もございますが、新旧対照表にてご説明いたします。新旧対照表の８ページをごらんください。

　条例第５条第２項中、「（以下「規則」という。）」を「（平成10年規則第10号。以下「規則」という。）」に改めるものでございます。

　次の第６条第１項第３号アの中で、「が身体障害者である場合その他」を削除し、「令第６条第４項」を「第４項」に改め、「令第６条第５項第１号に規定する金額」を「21万4,000円」に改め、同号イの中で、「令第６条第５項第２号に規定する金額」を「21万4,000円（当該災害発生の日から３年を経過した後は、15万8,000円）」に改めるものでございます。同号ウの中で、「令第６条第５項第３号に規定する金額」を「15万8,000円」に改めるものでございます。

　同条第２項第２号の中で、「第２条」の次に「第１号」を加え、同条第３項の次に第４項として、第１項第３号アに掲げる場合は、使用者又は同居者が次の各号のいずれかに該当する場合とする。

　第１号、障害者基本法第２条第１号に規定する障害者で、その障害の程度が次に掲げる障害の種類に応じ、それぞれ次に定める障害の程度である場合。

　ア、身体障害　身体障害者福祉法施行規則別表第５号の１級から４級までのいずれかに該当する程度。

　次のページをお願いいたします。

　イ、精神障害　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令第６条第３項に規定する１級又は２級に該当する程度。

　ウ、知的障害　イに規定する精神障害の程度に相当する程度。

　第２号、第２項第２号、第３号、第４号、第６号又は第７号に該当する者である場合。

　第３号、使用者が60歳以上の者であり、かつ、同居者のいずれもが18歳未満又は60歳以上の者である場合。

　第４号、同居者に小学校就学の始期に達するまでの者がある場合を加え、第10条第１項の中で、「法第35条」を「法第34条」に改め、次の法第24条第４項の中で、「令第６条第４項」を「第６条第４項」に改め、第25条の中で、「ア又はイに掲げる場合にあっては」を「ア、イ又はウに掲げる場合に応じ」に、「同号ア又はイ」を「同号ア、イ又はウ」に改め、「、同号ウに掲げる場合にあっては令第８条第１項に定める法第23条第２号ハに掲げる場合の金額」を削除します。

　次の10ページをお願いいたします。

　附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものでございます。

以上で議案第19号の説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第19号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第19号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第19号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第24　議案第19号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第19号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第25　議案第20号　奥多摩町防災会議条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第20号　奥多摩町防災会議条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明を申し上げます。

　提案の理由でございますが、災害対策基本法の一部を改正する法律（平成24年法律第41号）が公布されたことに伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、法律改正に伴い、防災会議の所掌事務の改正及び委員構成について、条例を改正するものでございます。

新旧対照表の11ページをごらんください。奥多摩町防災会議条例でございます。

第２条の所掌事務の第２号を削り、新たに第２号として「町長の諮問に応じて町の地域に係る防災に関する重要事項を審議すること」、第３号として「前号に規定する重要事項に関し、町長に意見を述べること」を追加し、第３条第５項の委員構成に、第２号に「陸上自衛隊の隊員」を、第10号に「自主防災組織を構成する者又は学識経験のある者」を加えたほか、号番号及び文言の整理を行うものでございます。

附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。

以上で議案第20号の説明を終わらせていただきます。ご審議をいただき、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第20号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第20号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第20号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第25　議案第20号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第20号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第26　議案第21号　奥多摩町災害対策本部条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第21号　奥多摩町災害対策本部条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明を申し上げます。

　提案の理由でございますが、災害対策基本法の一部を改正する法律（平成24年法律第41号）が公布されたことに伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　内容でございますが、法律改正に伴い、災害対策本部の設置の運用規定が条ずれを起こしたため、規定を整備するものでございます。

　新旧対照表の12ページをごらんください。奥多摩町災害対策本部条例でございます。

　第１条中、「第23条第７項」を「第23条の２第８項」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。

以上で議案第21号の説明を終わらせていただきます。ご審議をいただき、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第21号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第21号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第21号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第26　議案第21号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第21号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第27　議案第22号　奥多摩町立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条例、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。教育課長。

〔教育課長　井上　永一君　登壇〕

○教育課長（井上　永一君）　議案第22号　奥多摩町立学校施設の開放に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明を申し上げます。

　提案理由でございますが、古里中学校テニスコートの夜間照明設備設置に伴い、規定を整備する必要があるためでございます。

　古里中学校テニスコートは平成元年に整備され、ハードコートの形状として使用されてきましたが、ひび割れや不整地が生じ、学校での使用に支障が生じたため、砂入りの人工芝コートとして改修し、テニスコートでの活用のほかフットサルコート等としての活用も可能なようにライン等の整備をいたしました。
　その後、夜間照明設備も整備し、夜間利用も可能になったことから、その使用時間の改正及び使用料について、条例の整備をするものでございます。

　改正内容につきましては、改正文もございますが、新旧対照表でご説明いたします。

　新旧対照表の13ページをごらんください。

　別表１の改正ですが、改正前は、テニスコートにつきましては学校の休業日の午前９時から午後５時まで貸し出しができるとしていたものを、学校の休業日は午前９時から午後９時30分、その他の日は午後５時から午後９時30分までの、いずれも学校運営に支障のない時間を貸し出しができるものと改めるものでございます。

　別表２の改正ですが、夜間照明使用料として、２時間200円をいただく改正規定でございます。

　テニスコートの利用につきましては、学校とも協議の上、従来どおり、一般登録団体に貸し出しとするもので、次のページの上段にございます改正前の別表では、テニスコートを無料との記載がございましたが、校庭と統一をし、無料の規定を削除いたします。各学校の校庭を一般登録団体へ貸し出しする場合と同様に、昼間の貸し出しは無料でございます。

　附則といたしまして、この条例は、平成25年４月１日から施行するものでございます。

　以上で議案第22号の提案説明を終わります。ご審議をいただき、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第22号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第22号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第22号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第27　議案第22号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第22号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第28　議案第23号　秋川流域斎場組合規約、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第23号　秋川流域斎場組合規約につきまして、提案のご説明をいたします。

　理由につきましては、秋川流域斎場組合に加入するため、地方自治法（昭和22年法律第67号）第286条第１項の規定に基づき、秋川流域斎場組合規約の制定について議会の議決を求めるものです。

　なお、現組織市町村であるあきる野市、日の出町、檜原村におきましても、平成25年第１回定例議会に、奥多摩町の加入について、秋川流域斎場組合規約の一部を改正する規約をそれぞれ上程しております。

　それでは、次のページをお開きください。規約の要旨をご説明させていただきます。

　秋川流域斎場組合規約第１条は、組合の名称を秋川流域斎場組合と定めるものです。

　第２条は、組合を組織する地方自治体を、あきる野市、日の出町、檜原村及び奥多摩町と定めるものです。

　第３条は、組合が共同処理する事務に関し、第１号は火葬場施設の設置に関する事務を、第２号はその事務内容をそれぞれ定めるものです。

　第４条は、組合の事務所の位置を定めるものです。

　第５条は、組合の組織に関し、第１項は組合に組合議会を置くことを、第２項は組合の議員の定数を１２名と定め、組織市町村のうち、あきる野市５名、日の出町３名、檜原村２名、奥多摩町２名と規定するものです。

　第６条は、議員の選挙に関し、第１項は選挙の方法を、第２項は議員に欠員を生じたときの補欠選挙をそれぞれ規定するものです。

　第７条は、議員の任期に関し、第１項は任期を、第２項は失職をそれぞれ規定するものです。

　第８条は、議長及び副議長に関し、第１項は選出方法を、第２項は任期を、第３項は副議長の職務をそれぞれ定めるものです。

　第９条は、管理者及び副管理者に関し、第１項は組合に管理者１名及び副管理者３名を置くことを、第２項はその選出方法を、第３項はその任期を、第４項はその失職を、第５項は副管理者の職務をそれぞれ規定するものです。

　第10条は、事務局に関し、第１項は事務局長、会計管理者などの設置を、第２項は会計管理者の任免を、第３項は事務局長など職員の任免をそれぞれ規定するものです。

　第11条は、監査委員に関し、第１項は人数を２名と定め、第２項は選任区分を、第３項は任期をそれぞれ規定するものです。

　第12条は、組合の経費の支弁方法に関し、第１項は組織市町村の負担金を、また第２項はその負担金の議会の議決要件をそれぞれ規定するものです。

　なお、附則といたしまして、この規約は、東京都知事の許可のあった日から施行するというものでございます。

　ご審議をいただき、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第23号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第23号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第23号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第28　議案第23号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第23号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第29　議案第24号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第５号）、日程第30　議案第25号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第31　議案第26号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第32　議案第27号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、日程第33　議案第28号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、日程第34　議案第29号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第35　議案第30号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第３号）、日程第36　議案第31号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上８件を一括して議題といたします。

　これより提案理由の説明を求めます。加藤副町長。

〔副町長　加藤　一美君　登壇〕

○副町長（加藤　一美君）　それでは、議案第24号から議案第31号までの一般会計を始めとする各特別会計、企業会計、全８会計の補正予算につきまして、提案のご説明を申し上げます。なお、後日、各課長から詳細について説明がございますので、時間の関係から簡潔に説明をさせていただきます。

　初めに、議案第24号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第５号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億845万7,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ60億1,544万8,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるもので、内容について、ご説明を申し上げます。

　１ページ、２ページをごらんください。

　歳入では、町税が163万3,000円の増、地方交付税384万6,000円の増、寄付金は小河内振興財団からの寄附等で1,684万7,000円の増、繰入金は基金からの繰入金を１億4,860万円、基金に繰り戻しを行います。

　３ページ、４ページをごらんください。

　歳出では、総務費が212万5,000円の増、民生費では保育所措置費等の減により6,812万2,000円の減、衛生費ではごみ処理事業費等の減により3,597万7,000円の減、農林水産費では都補助林道等の減により2,135万円の減、商工費では観光施設整備事業費等の減により2,004万6,000円の減、土木費では都補助道路事業費等の減により4,615万5,000円の減、教育費は中学校木質化事業等の減により1,851万6,000円の減等になりますが、そのほかは最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

　以上で議案第24号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第25号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第２号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ92万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,902万円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページ、２ページをごらんください。

　歳入歳出とも最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

　以上で議案第25号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第26号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億6,470万円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

１ページ、２ページをごらんください。

歳入歳出とも最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

　以上で議案第26号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第27号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ6,796万4,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億8,559万5,000円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

１ページ、２ページをごらんください。

歳入では、国庫支出金5,266万2,000円減、共同事業交付金2,113万7,000円減。歳出では、保険給付費6,429万1,000円減。そのほかは歳入歳出とも最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

以上で議案第27号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第28号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ639万8,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億9,961万5,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページ、２ページをごらんください。

　歳入では、繰入金651万4,000円減。歳出では、広域連合納付金535万3,000円の減。そのほかは歳入歳出とも最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

　以上で議案第28号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第29号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ366万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億264万4,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページ、２ページをごらんください。

　歳入歳出とも最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

　以上で議案第29号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第30号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第３号）でございます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億7,200万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10億7,340万円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

第２条、既定の町債の変更は、「第２表　町債補正」によるものでございます。
１ページ、２ページをごらんください。

内容としましては、歳入歳出とも当初予定していた奥多摩処理区整備事業費が安価で完了したこと、また、最終補正となりますので、不用額等を精査したものでございます。

３ページをごらんください。

町債の補正でございますが、額の確定に伴い、下水道事業債を2,300万円減額し、合計で３億9,860万円とするものでございます。

以上で議案第30号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第31号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）でございます。

　第１条、平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

第２条、平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量、（２）年間患者数、入院「9,125人」を「8,395人」に、外来「１万5,420人」を「１万5034.5人」に改める。

第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するということで、医業収益で1,800万円減額し、病院事業収益を４億7,200万円とするもの。支出は、支出見込みを精査し、給与費、材料費等を減額調整したものでございます。

第４条、予算第４条本文括弧書中、資本的収入が資本的支出に不足する額「2,700万円」を「2,850万円」に改めるものでございます。

次のページをごらんください。

第５条、予算第６条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費、１、職員給与費「２億6,082万4,000円」を「２億5,512万1,000円」に改める。

第６条、予算第８条に定めた棚卸資産購入限度額「5,232万円」を「4,630万円」に改めるものでございます。

以上で議案第31号の説明を終わらせていただきます。

　以上、一般会計を初めとする特別会計、企業会計、全８会計についての補正予算の説明をさせていただきました。今年度最終の補正予算でございまして、今後の予算執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜りご決定をいただきますようお願いを申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第24号から議案第31号までについては、会議規則第37条の規定により所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開会する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査を終了するようお願いします。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午後２時15分から再開といたします。

午後１時55分　休憩

午後２時15分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第37　議案第32号　平成25年度奥多摩町一般会計予算、日程第38　議案第33号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算、日程第39　議案第34号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算、日程第40　議案第35号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算、日程第41　議案第36号　平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算、日程第42　議案第37号　平成25年度奥多摩町介護保険特別会計予算、日程第43　議案第38号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計予算、日程第44　議案第39号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算、以上８件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。加藤副町長。

〔副町長　加藤　一美君　登壇〕

○副町長（加藤　一美君）　それでは、議案第32号から議案第39号までの平成25年度奥多摩町一般会計を始めとします各特別会計、企業会計、全８会計の予算につきまして、一括して提案のご説明を申し上げます。

　平成25年度の予算編成に当たりまして、予算編成方針として、１として、社会経済情勢の急速な変化を十分に見据え、限りある財源を重点的、効率的に配分して住民に密接した重点施策を推進し、長期総合計画「森世紀計画」の実現を目指す。

　２として、事務事業評価の実施、財政改革の推進、組織・機構の見直しなど行財政全般にわたる改革を実施し、身の丈に合った健全な行財政運営を推進する。このことを基本に予算編成を行ったところでございます。

　平成25年度の予算編成の基本的な考え方、町政運営の基本的事項につきましては、本日冒頭、町長から施政方針の中で申し上げておりますので、ご理解をお願い申し上げます。

　また、当初予算のご審議に当たり、お手元に平成25年度当初予算（案）の概要を配付させていただきましたので、ご参照いただきますようよろしくお願い申し上げます。

　それでは、初めに議案第32号　平成25年度奥多摩町一般会計予算につきまして、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ59億4,000万円と定めるもので、前年度当初予算と比較しまして4,000万円、0.7％の増額となりました。

　２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によることとし、前年度予算と比較し、歳入の主な増減につきましては、平成25年度当初予算案の概要２ページに、歳出の増減につきましては３ページに掲載してございますので、ごらんいただきたいと存じます。

　予算の主な増減の内容は、議会費、水道一元化に伴う町負担金、町長選挙費、山村振興事業費、住宅建設事業費、都補助道路新設改良事業費、中学校建設事業費、公債費等が減額となりましたが、新たに調査管理費、参議院議員選挙費、都議会議員選挙費、介護老人福祉施設運営助成事業費、鳩ノ巣荘建設事業費、高校生までの医療費助成、秋川流域斎場組合加入に伴う負担金、国民体育大会事業費等を計上してございます。

　普通建設事業費は、鳩ノ巣荘建設工事、町単独橋梁新設改良工事、住宅建設事業費、観光トイレ建設工事、小中学校木質化整備工事費等を計上し、引き続き交通安全施設の整備並びに林道開設・改良、教育施設の整備等を行ってまいります。

　２ページ、３ページをごらんください。

　歳入では、町税を前年度比750万2,000円減の８億218万4,000円に、地方交付税は前年度比2,000万円増の13億2,000万円に、都支出金のうち市町村総合交付金は前年度と同額の14億円に、繰入金は前年度比１億2,200万円増の３億6,090万2,000円に、町債は前年度比800万円減の１億7,200万円を計上しております。

　次に、第２条、継続費でございますが、地方自治法第212条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は、「第２表　継続費」によるということで、その内容につきましては７ページに掲載してございますが、平成25年度、26年度の２カ年で建設を予定しております鳩の巣荘建設事業の継続費でございまして、総額８億8,800万9,000円、年割額は平成25年度３億1,715万円、平成26年度５億7,085万9,000円でございます。

　次に、第３条、町債でございますが、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる町債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法につきましては、「第３表　町債」によるということで、その内容につきましては８ページに掲載しておりますが、この起債は、国の地方交付税不足分を補完する臨時財政対策債として１億7,200万円を予定してございます。起債の方法、利率並びに償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。

　次に、第４条、一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は10億円と定める。第５条、歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のとおり定めるもので、（１）各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に、過不足が生じた場合における同一款内でのこれら経費の各項の間の流用を定めたものでございます。

　以上で議案第32号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第33号　平成25年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算について、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ6,900万円と定めるもので、前年度当初予算と比較いたしまして100万円、1.5％の増額となります。

　２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によるもので、２ページ、３ページをごらんください。

　歳入の主なものは、使用料で森の家宿泊室使用料436万円、他会計繰入金、これは東京都からの委託金でございますが、6,359万5,000円、諸収入で104万4,000円、繰越金1,000円を計上した内容となっております。

　歳出では、前年と同様の事業内容等になっております。

　以上で議案第33号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第34号　平成25年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計について、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億6,100万円と定めるもので、前年度当初予算と同額となりました。

　２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によるもので、２ページ、３ページをごらんください。歳入では、野営場使用料1,940万円、繰入金、これは東京都からの委託金でございますが、１億3,650万円、諸収入509万9,000円、繰越金1,000円で前年度と同額となりました。

歳出では、前年度と同様の事業内容等になっております。

以上で議案第34号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第35号　平成25年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算について、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８億3,100万円と定めるもので、前年度当初予算と比較いたしまして5,300万円、6.0％の減額となりました。

２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によるもので、２ページ、３ページをごらんください。

歳入では、国民健康保険税１億2,392万円、国庫支出金１億8,130万2,000円、療養給付費交付金4,094万4,000円、前期高齢者交付金２億2,616万4,000円、都支出金5,990万円、共同事業交付金１億1,846万8,000円、繰入金7,002万4,000円、繰越金1,000万1,000円でございます。

４ページをごらんください。

歳出では、保険給付費５億9,465万5,000円、後期高齢者支援金等8,599万5,000円、介護納付金4,152万4,000円、共同事業拠出金9,523万6,000円等で、保険給付費のうち高額療養費が前年度に比べ6,027万1,000円の減となっております。

次に、第２条、一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は１億円と定めるもの。

第３条、歳入歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のとおりと定めるもので、（１）保険給付の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用を定めたものであります。

以上で議案第35号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第36号　平成25年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算について、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億600万円と定めるもので、前年度当初予算と比較いたしまして400万円、2.0％の増額となりました。

　２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によるもので、２ページ、３ページをごらんください。

　歳入では、保険料6,628万円、繰入金１億3,121万9,000円、諸収入850万円等でございます。

　歳出では、総務費417万7,000円、広域連合納付金１億9,049万2,000円、保険事業費422万7,000円、葬祭費570万円等でございます。

　以上で議案第36号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第37号　平成25年度奥多摩町介護保険特別会計予算について、ご説明申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８億円と定めるもので、前年度当初予算に比較いたしまして5,300万円、7.1％の増額となりました。

　２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によるもので、２ページをごらんください。

　歳入では、保険料１億4,484万円、国庫支出金１億8560万3,000円、支払基金交付金２億1,939万9,000円、都支出金１億2,186万9,000円、繰入金１億2,213万4,000円、使用料613万8,000円等でございます。

　４ページをごらんください。

　歳出では、総務費1,036万8,000円、保険給付費７億3,979万2,000円、地域支援事業費4,878万6,000円、諸支出金51万2,000円等でございます。

　次に、第２条、一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は１億円と定めるもの。

　第３条、歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定によりまして、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定めるもので、（１）保険給付の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用を定めたものでございます。

　以上で議案第37号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第38号　平成25年度奥多摩町下水道事業特別会計について、ご説明を申し上げます。１ページをお開きください。

　歳入歳出予算でございますが、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ11億7,200万円と定めるもので、前年度当初予算と比較しまして6,700万円、5.4％の減額となりました。

　２として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表　歳入歳出予算」によるもので、２ページをごらんください。

　歳入では、負担金605万円、使用料及び手数料2,255万2,000円、国庫支出金３億7,063万6,000円、都支出金2,017万8,000円、繰入金３億6,218万1,000円、諸収入1,000万1,000円、町債３億8,040万円等でございます。

　３ページをごらんください。

　歳出では、総務費１億358万7,000円、事業費８億7,306万2,000円、公債費１億9,329万7,000円、予備費205万4,000円等でございます。

　次に、第２条、町債でございますが、地方自治法第230条第１項の規定により起こすことができる町債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表　町債」によるということで、その内容につきましては４ページに記載しておりますが、この起債は下水道事業債として３億8,040万円を予定しております。起債の方法、利率並びに償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。

　次に、第３条、一時借入金でございますが、地方自治法第235条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は５億円と定めるもの。

　第４条、歳出予算の流用でございますが、地方自治法第220条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は次のとおり定めるもので、（１）各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）に係る予算額に過不足が生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用を定めたものでございます。

　以上で議案第38号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第39号　平成25年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算について、ご説明申し上げます。次のページをごらんください。

　第１条は総則でございます。

　第２条、業務の予定量は次のとおりで、（１）病床数は43床、（２）年間患者数を入院8,760人、外来１万4,592人、（３）１日平均患者数を入院24人、外来57人、（４）主要な建設改良事業は、正面玄関横擁壁工事、ボイラー等撤去工事、大氷川医師住宅排水設備等接続工事を予定してございます。

　第３条、収益的収入及び支出の予定額を、収入では医業収益で２億9,299万4,000円、医業外収益で１億7,490万6,000円、特別利益で10万円、病院事業収益計で４億6,800万円を予定してございます。

　支出では、医業費用４億6,176万3,000円、医業外費用547万9,000円、特別損失30万円、予備費45万8,000円で、病院事業費用計は収入と同額の４億6,800万円を予定してございます。

　次に、第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとおり定める（資本的収入額が資本的支出額に不足する額2,013万円は、建設改良積立金及び過年度損益勘定留保資金で補てんする。）もので、資本的収入では、国庫支出金218万5,000円、都支出金218万5,000円、町出資金700万円を見込み、資本的収入計1,137万円とし、資本的支出では、建設改良費1,290万9,000円、企業債償還金1,859万1,000円で、資本的支出計3,150万円とするものでございます。

　次に、第５条、一時借入金の限度額につきましては、3,000万円を予定しております。

　次のページをごらんください。

　第６条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、また、それ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならないということで、（１）職員給与費２億5,995万5,000円、（２）交際費15万円を予定してございます。

　第７条、負担区分による一般会計及び他会計から、この会計へ補助を受ける金額は、（１）一般会計から9,500万円、（２）国民健康保険特別会計から1,000円、（３）都支出金7,529万5,000円、（４）町出資金700万円を予定しております。

　第８条、棚卸資産の購入限度額は、4,434万円とするものでございます。

　以上で議案第32号から議案第39号までの一般会計を始めとする各特別会計、企業会計、全８会計の平成25年度予算につきまして、提案の説明を申し上げました。

　国では、現在の経済状況は「景気は一部に弱さが残るものの、下げ止まっている」とし、「輸出環境の改善や経済対策、金融政策の効果などを背景に、次第に景気回復に向かうことが期待される」としておりますが、早期に被災地の復興、原発事故の終息はもとより、国民の生活を優先し、将来にわたり政治経済が安定した状況になることを期待するものでございます。

　このような中で、小規模自治体である当町を取り巻く行財政環境は、引き続き厳しい状況でございますけれども、第３次奥多摩町行政改革大綱を推進するとともに、事業の精査を行い、一般経常経費等の削減を図り、第４期長期総合計画の着実な予算化と推進を図るべく事務事業の見直しを行い、歳入の確保と歳出の抑制を行い、各会計の予算編成を行いました。

　どうか、ご理解を賜りまして慎重なご審議の上、ご決定いただきますようお願い申し上げまして、提案の説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております議案第32号から議案第39号までについては、議長を除く委員11名で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託し審査することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件につきましては、予算特別委員会を設置し、これに付託することに決定しました。

　ここで予算特別委員会の正副委員長の互選のため、暫時休憩といたします。休憩中に正副委員長の互選をお願いします。

午後２時45分　休憩

午後２時50分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　休憩中に正副委員長の互選が行われましたので、その結果を事務局長より報告させます。事務局長。

○議会事務局長（浜野　武雄君）　休憩中に予算特別委員会の正副委員長の選出が行われましたので、その結果を報告いたします。

　予算特別委員長に８番　酒井正利議員、同副委員長に３番　高橋邦男議員、以上のとおり選出されましたので報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　報告のとおり予算特別委員会委員長に８番　酒井正利議員、副委員長は３番　高橋邦男議員に決定しました。今会期中に審査を終了するようお願いします。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午後３時５分から再開といたします。

午後２時52分　休憩

午後３時05分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第45　議案第40号　丹縄亭の指定管理者の指定について、日程第46　議案第41号　奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）の指定管理者の指定の変更について、を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第40号　丹縄亭の指定管理者の指定について、及び議案第41号　奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）の指定管理者の指定の変更についてをご説明させていただきます。

　初めに、議案第40号　丹縄亭の指定管理者の指定について。

　提案の理由ですが、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項の規定により、指定管理者を指定することについて、議会の議決を求めるものでございます。

　公の施設の名称は、丹縄亭でございます。

　指定管理者は、合同会社どんぐりんこでございます。

　指定の期間は、平成25年４月１日から平成30年３月31日までの５カ年とするものでございます。

　丹縄亭につきましては、当初の３年間の指定期間満了に伴い、継続して指定管理者の指定を受けたい旨の申請があったことから、お諮りをするものでございます。

　指定管理者候補者の概要につきましては、別紙に添付してございますので、ご参照いただきたいと存じます。

　次に、議案第41号　奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）の指定管理者の指定の変更について。

　提案の理由ですが、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項の規定により、指定管理者の指定の変更について、議会の議決を求めるものでございます。

　公の施設の名称は、奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）でございます。

　指定管理者は、都民の森境管理運営委員会でございます。

　指定の期間の変更内容は、変更前、平成21年４月１日から平成26年３月31日までを、変更後、平成21年４月１日から平成25年３月31日までとするものでございます。

　奥多摩町山里体験施設につきましては、平成10年５月に営業を開始し、現在に至っておりますが、ここ５年間は売り上げが徐々に減少し、特に平成23年３月に発生した東日本大震災以降は客足が落ち込み、これ以上経営を続けることが困難な状況となったため、撤退の申し出があったことから、指定管理者の指定期間をこの３月31日までとするものでございます。

　なお、この２案件につきましては、奥多摩町公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第６条の規定に基づき、去る２月12日に開催した指定管理者選定委員会において選定を行っております。

　以上で議案第40号　丹縄亭の指定管理者の指定について、及び議案第41号　奥多摩町山里体験施設（そば打ち体験道場）の指定管理者の指定の変更についての説明を終わります。ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第40号の質疑を行います。
　12番　前田悦男議員。

○12番（前田　悦男君）　景気が低迷の中、この２つの指定管理者を受けたところは、それぞれ相当頑張って、今日まで来たと思われます。境のそば打ち体験道場ですか、このあれについては、本当に残念な結果になりましたけれども。

　この40号のほうですね、どんぐりんこについての契約なんですが、改めて25年から30年ということですけれども、当初の継続という形で、そのままの家賃といいますか、１回切って、それからまた新たに始めるのか、それとも、そのまま継続という形で家賃を全額払うのか、ちょっとお聞きしたかったので。お願いいたします。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　12番　前田議員からのご質問にお答えをさせていただきます。

　家賃については当初３年間ということで、１年目全額免除、２年目が３分の２免除、３年目が３分の１免除という形で来ましたけれども、今回、指定管理者の選定委員会を開催をいたしまして、その中で家賃については見直しを行おうということで、従前の家賃が212万6,000円でありましたけれども、今回、新たにスタートするに当たりましては、家賃の年額を127万5,000円とするというふうに決定をしております。

　以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第40号の質疑を終結します。

　次に、議案第41号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第41号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第40号及び議案第41号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第45　議案第40号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第40号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第46　議案第41号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第41号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第47　議案第42号　防災備蓄用資機材購入（その２）契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第42号　防災備蓄用資機材購入（その２）契約についてを説明させていただきます。

　提案の理由でございますが、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第３条の規定により、予定価格が700万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　契約の目的は、防災備蓄用資機材（その２）購入でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、758万7,300円でございます。

　契約の相手方は、東京都立川市羽衣町三丁目27番19号、株式会社消防弘済会、代表取締役　川口康弘氏です。

　入札の調書につきましては、添付のとおりでございますので、ご参照をお願いいたします。

　なお、本購入契約につきましては、去る２月26日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日、３月６日が本契約となります。

　説明は以上のとおりですが、事業の概要につきましては、所管の課長からご説明をさせていただきます。ご審議の上、ご決定いただきますようお願いをいたします。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、概要について、ご説明を申し上げます。

　議案書の３枚目に仕様書を添付させていただきましたので、仕様書に基づき、ご説明をさせていただきます。

　品名及び数量ですが、（１）として、発電機につきましては、防災用照明資機材セットとして、ホンダ製発電機のほかスタンド付ハロゲンライト、ガソリン携行缶、コードリール、エンジンオイルを７セット予定しております。

　（２）の炊出しかまどは、かまどと平釜のほかバーナーやすくい網、揚ザル等をセットとして、６セット予定しております。

　（３）の避難所用の緊急マットにつきましては、断熱性、クッション性、衛生性にすぐれた素材の「マイルディシート」を120本予定しました。

　仕様につきましては以上でございますが、今回、この資機材の配備先は、次ページ、配備場所一覧に網かけで掲載いたしましたとおり、照明資機材セットは中長期避難場所となります６カ所の倉庫及び棚沢地域集会所へ各１セットを、炊出し用かまどにつきましては中長期避難場所倉庫に各１セット、緊急マットにつきましては中長期避難場所倉庫に各20本を予定しております。

　次ページ以降にセットの写しを添付させていただきましたので、ご参照ください。

　以上で、概要説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第42号の質疑を行います。
　４番　原島幸次議員。

○４番（原島　幸次君）　今回、学校関係に全部設置ということでございますが、自治会には、もう完全に全部このような形で設定されているのか。また、自治会で何回か試験運転みたいなものをやってみたのかどうか、その辺につきまして、ちょっとお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（清水　典子君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　原島幸次議員の質問にお答えします。

　配備先一覧所となっております、上から21の自治会につきましては、既にこのセットにつきましては、お届けをしてございます。また、お渡しをするときに、登計の総合グラウンドで使い方等の講習もしておりますが、あと、使っているかどうかは各自治会にお任せをしているところでございます。

　以上でございます。

○議長（清水　典子君）　ほかに質問は。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第42号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第42号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第47　議案第42号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第42号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第48　議案第43号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20請負契約の変更について、日程第49　議案第44号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21請負契約の変更について、日程第50　議案第45号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22請負契約の変更について、日程第51　議案第46号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23請負契約の変更について、以上４件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第43号から議案第46号までの４件を一括して説明をさせていただきます。

　提案の理由でございますが、議案第43号から第45号までの３議案につきましては、平成24年６月13日に締結した契約について、また、議案第46号については、平成24年９月12日に締結した契約について、それぞれ内容の一部に変更が生じたことに伴い、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　初めに、議案第43号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20請負契約の変更についてを説明させていただきます。

　変更の内容でございますが、変更前の金額が１億5,015万円、変更後の金額が１億8,156万8,100円となります。

　次に、議案第44号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21請負契約の変更についてを説明させていただきます。

　変更の内容でございますが、変更前の金額が１億5,960万円、変更後の金額が１億6,163万700円となります。

　次に、議案第45号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22請負契約の変更についてを説明させていただきます。

　変更の内容でございますが、変更前の金額が１億5,225万円、変更後の金額が１億5,540万6,300円となります。

　次に、議案第46号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23請負契約の変更についてを説明させていただきます。

　変更の内容でございますが、変更前の金額が１億6,800万円、変更後の金額が１億6,822万500円となります。

　現在、変更仮契約を締結しておりますので、本日、議決をいただきますと、本契約となります。

　以上で説明を終わりますが、それぞれ変更工事の概要につきましては、所管の課長より説明をさせていただきます。ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　初めに、議案第43号の変更工事概要について、ご説明申し上げます。

　議案書の次のページをごらんください。

　工事件名は奥多摩処理区下水道管渠建設工事その20、工事場所は奥多摩町氷川23番２先、大氷川日向地区から東大氷川橋及び海沢地区の一部でございます。金額につきましては、当初契約に対しまして、3,141万8,100円増額の１億8,156万8,100円になりまして、工期につきましては３月27日まで延長変更をしております。

　変更理由につきましては、国道411号及び都道184号線の道路舗装復旧において、道路管理者の指示により、舗装復旧範囲が変更となり、舗装復旧面積が増えたこと及び管路工事において路線の追加を行ったため、増工になったものが主なものになります。また、その他につきましては、現場精査による変更です。増工事に伴う工期についても、延長変更をしています。変更概要につきましては、記載のとおりでございます。

　次のページをお願いいたします。配管の系統図でございます。この中で赤い色で表示している部分が変更になった箇所でございます。

　以上で議案第43号についての説明を終わります。

　次に、議案第44号の変更工事概要について、ご説明いたします。

　議案書の次ページをごらんください。

　工事件名は奥多摩処理区下水道管渠建設工事その21、工事場所は奥多摩町氷川133番４先、大氷川地内になります。金額につきましては、当初契約に対しまして、203万700円の増額の１億6,163万700円になりまして、工期につきましても３月27日まで延長変更してございます。

　変更理由につきましては、国道411号の道路舗装復旧工において、道路管理者の指示により、舗装復旧面積が増えたこと及び管路工事において、当初夜間施行を予定した箇所を住民の要望により昼間施行としたことによる減額が主なものになります。また、その他につきましては、現場精査による変更です。増工事に伴う工期についても、延長変更をしています。変更概要につきましては、記載のとおりでございます。

次のページをお開きください。配管の系統図でございます。赤い部分が変更になった箇所でございます。

　以上で議案第44号についての説明を終わります。

　次に、議案第45号の変更工事概要について、ご説明します。

　議案書の次ページをお願いいたします。

　工事件名が奥多摩処理区下水道管渠建設工事その22、工事場所は奥多摩町大丹波102番４先、大丹波生活館周辺でございます。金額につきましては、当初契約に対しまして、315万6,300円増額の１億5,540万6,300円になりまして、工期につきましても３月27日まで延長変更しております。

　変更理由につきましては、露出配管工において、コンクリート防護工を追加施工したことによる増額変更が主なものです。変更概要につきましては、記載のとおりでございます。

次のページをお開きください。配管系統図で赤く表示された部分が変更になった箇所でございます。

　以上で議案第45号についての説明を終わります。

　次に、議案第46号の変更工事概要について、ご説明いたします。

　議案書の次のページをごらんください。

　工事件名が奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23、工事場所は奥多摩町大氷川・海沢・大丹波地内です。金額につきましては、当初契約に対しまして、22万500円の増額の１億6,822万500円で、工期につきましても３月27日まで延長変更しております。

　変更理由につきましては、都道横断排水路が計画より浅く、自然流下による整備が可能になったことによる減工事、また、住民要望により、グラインダーポンプ設置及び露出配管工を増工事したものが主なものでございます。また、その他につきましては、現場精査による変更です。変更概要につきましては、記載のとおりでございます。

次のページをお開きください。氷川地区のマンホールポンプ及びグラインダーポンプの配置地図です。赤く表示された部分が変更になった箇所でございます。

次のページをお開きください。海沢地区のマンホールポンプ及びグラインダーポンプの配置地図でございます。

最後のページをお開きください。大丹波地区のマンホールポンプ及びグラインダーポンプ配置地図です。赤く表示された部分が変更になった箇所でございます。

　以上で議案第46号についての説明を終わります。

以上で議案第43号から46号までの説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定を賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第43号の質疑を行います。質疑はありませんね。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第43号の質疑を終結します。

　次に、議案第44号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第44号の質疑を終結します。

　次に、議案第45号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第45号の質疑を終結します。

　次に、議案第46号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第46号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第43号から議案第46号までについて、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第48　議案第43号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第43号につきましては原案のとおり可決されました。

　次に、日程第49　議案第44号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第44号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第50　議案第45号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第45号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第51　議案第46号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第46号については原案のとおり可決されました。

以上で本日の日程は全て終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は３月８日となっておりますので、明日３月６日と３月７日の２日間は休会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、明日３月６日と３月７日の２日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は３月８日午前10時より開議しますのでご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午後３時34分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長
　　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　　奥多摩町議会議員
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